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沖縄森永乳業株式会社 代表取締役社長 辻井 渉 氏

特集  沖縄のSociety5.0 を考える PART2
　　　第4回　一般社団法人沖縄観光ＤＸ推進機構　専務理事 藤原 猛 氏に聞く



■令和６年
６月 No.656 経営トップに聞く　学校法人興南学園
（RRI no.215） 企業探訪　株式会社琉佐美

特集1 沖縄県の主要経済指標 

７月 No.657 経営トップに聞く　株式会社日進商会
（RRI no.216） 特集1 ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ

　　　メント開催が沖縄にもたらす効果
特集2 県産品利用実態アンケート調査にみる製造

業振興に向けた課題と提言

８月 No.658 経営トップに聞く　株式会社フードリボン
（RRI no.217） 特集1 沖縄県におけるスポーツツーリズムの実態調査

特集2 沖縄県内における2024年プロ野球
春季キャンプの経済効果

９月 No.659 経営トップに聞く　株式会社ライフコーポレーション
（RRI no.218） 特集1 沖縄県内における台湾からの入域客の動向

特集2 沖縄県内におけるバス・タクシー運転手不
足の現状と課題解決に向けた検討

10月 No.660 経営トップに聞く　一般社団法人光の子グループ
（RRI no.219） 特集 沖縄県内のマリンレジャー業界の現状と課題

11月12月合併 経営トップに聞く　株式会社日本バイオテック
No.661 特集1 医師の働き方改革と沖縄県が抱える医療の課題
（RRI no.220） 特集2 沖縄県内におけるジャパンウィンターリー

グ開催による経済効果
特集3 コロナ後の沖縄県の景気動向

■令和７年
１月 No.662 経営トップに聞く　株式会社あしびかんぱにー
（RRI no.221） 企業探訪　有限会社首里琉染

特集　沖縄県内のホテル施設調査と需給バラン
スからみた課題と持続可能な観光へ向け
た取り組み

２月 No.663 経営トップに聞く　株式会社西自動車商会
（RRI no.222） 特集1 沖縄県の労働市場の構造変化と今後の課

題と展望
特集2 沖縄県経済2024年の回顧と2025年の展望

３月 No.664 経営トップに聞く　株式会社昭和制作
（RRI no.223） 特集　沖縄県における国発注公共工事の経済

効果と建設業振興に向けた提言

４月 No.665 経営トップに聞く　株式会社丸中商会
（RRI no.224） 特集　沖縄県のスマート防災ネットワークの構築
　　　　　　　　　　に向けた提言

５月 No.666 経営トップに聞く　有限会社ケアセンターきらめき
（RRI no.225） 特集1 沖縄県内の在留外国人の動向と行政の多文

化共生への取り組み
特集2 沖縄県における一戸建て住宅着工の動向

と県内住宅市場の今後の展望
特集3 沖縄県内の第三次産業における県内企業優

先利用に向けた検討

６月 No.667 経営トップに聞く　有限会社創
（RRI no.226） 特集1 沖縄県内の空港グランドハンドリングの現

状と課題
特集2 2024年度の沖縄県経済の動向

７月 No.668 経営トップに聞く　照屋電気工事株式会社
（RRI no.227） 特集　トランプ関税政策に関する沖縄県内事業者
　　　　　　　　　　578社調査

８月 No.669 経営トップに聞く　有限会社幸地建設
（RRI no.228） 特集1 県産品利用実態アンケート調査にみる製造業の

実態とOEMの可能性
特集2 沖縄県の主要経済指標

９月 No.670 経営トップに聞く　株式会社沖縄総合フーズ
（RRI no.229） 特集1 沖縄県内における自治体・災害実動機関の連携

強化を目的としたSIP防災の実施について
特集2 沖縄県の労働需給問題について

10月 No.671 経営トップに聞く　株式会社メイクマン
（RRI no.230） 特集1 ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナメント
　　　　　　　　　　　 開催が沖縄にもたらす効果

特集2 沖縄のSociety5.0を考えるPART2  第１回

11月 No.672 経営トップに聞く　有限会社宮城解体
（RRI no.231） 企業探訪　株式会社マグナデザインネット

特集1 沖縄県内における2025年プロ野球春季キャンプ
の経済効果

特集2 沖縄のSociety5.0を考えるPART2  第２回

12月 No.673 経営トップに聞く　株式会社開邦工業
（RRI no.232） 特集1 沖縄県内におけるジャパンウィンターリーグ開催
　　　　　　　　　　　 による経済効果

特集2 沖縄のSociety5.0を考えるPART2  第３回

特集レポートバックナンバー
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表紙写真：志良堂猛史（りゅうぎん総合研究所）　撮影地：竹富島（石垣市）

経営トップに聞く
沖縄森永乳業株式会社
～乳で培った技術を活かし私たちならではの商品をお届けすることで

　　　　　　　　県民の健康で幸せな生活と豊かな社会つくりに貢献する～

代表取締役社長　 辻井 渉 氏

特集 沖縄のSociety5.0を考えるPART2
           第 4回  一般社団法人沖縄観光ＤＸ推進機構　専務理事 藤原 猛氏に聞く
りゅうぎん総合研究所　社長付特命部長　志良堂　猛史

アジア便り 台湾
～GW2050　PROJECTS～
レポーター：安慶名 庸（琉球銀行法人事業部）
則和企業管理顧問有限公司（琉球銀行業務提携先/台湾現地コンサルタント会社）へ出向中

新時代の教育研究を切り拓く
1. 琉球銀行がOISTに寄付金を贈呈

2. 沖縄の気候に適応した持続可能な伝統布「芭蕉布」－技術を守り、未来につなげていくために

3. 新たな臨海実験施設「OIST Sea neXus」が完成

沖縄科学技術大学院大学 コミュニケーション・広報ディビジョンメディアセクション

（同大学のHP記事より許可を得て転載）

行政情報193
内閣府沖縄総合事務局経済産業部

県内の景気動向（2025年10月）
～景気は、緩やかに拡大している（26カ月連続）～

学びバンク
・PPP/PFIの普及　～官民連携で質高い事業～

 りゅうぎん総合研究所　地域デザイン部　上席コンサルタント　宮里　定樹

・新宜野湾屋外劇場　～音楽と文化の発信地に～

 琉球銀行　大謝名支店長　新垣　敏洋

・インテグリティ　～「誠実さ」信頼の第一歩～

 琉球銀行　リスク統括部　次長　臼井　幸太

・省エネ義務化　～制度知り住まい快適に～

 琉球銀行　営業統括部　調査役　棚原　武昭

・勝連・与那城まちづくり　～郷土愛を育み魅力発信～

 琉球銀行　屋慶名支店長　親泊　興志

経営情報 生成AIの意思決定の加速と判断の質低下リスク
　　　　　　　　　　 提供　太陽グラントソントン税理士法人

沖縄県内の主要金融経済指標

注：所属部署、　役職は執筆時のものです。

※目次(CONTENTS)の各タイトルをクリックするとそのページにジャンプします。
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御社のこれまでの歩みをお聞かせください。
　当社の起源は、1955 年に那覇市与儀で創業し
た「沖縄アミノ酸ヤクトール本舗」にさかのぼ
ります。当時は戦後間もなく、創業者である新
垣守の「県民の健康に寄与したい」との想いから、
栄養価や整腸作用に優れた乳酸菌に着目したこ
とが事業の原点となりました。
　1962 年には “ 乳酸菌で沖縄を元気にしたい ”
との想いから、「株式会社ゲンキ乳業」として法
人化し、牛乳やヨーグルトの製造・販売を開始
しました。当時、県内で初めて殺菌後に冷蔵保
存した「冷たい牛乳」を販売しましたが、まだ
一般的ではなかったため、県民への普及には多

くの苦労があったと聞いています。
　その後、1969 年の日米共同声明による沖縄返
還合意を受け、経済・社会環境が大きく変化す
る中、県民のさらなる健康増進を目指し、国内
大手の乳製品メーカーである森永乳業株式会社
と資本提携を行い、1970 年 12 月に「沖縄森永
乳業株式会社」が設立されました。森永乳業の
商品を取り入れつつも、前身である「ゲンキ乳業」
の理念も大切にしながら、現在に至るまで独自
の商品展開を続けています。
　2008 年には、那覇市繁多川から現在の西原町
東崎へ本社を移しました。2009 年に竣工した西
原工場は、旧本社および浦添市西洲の配送セン
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沖縄森永乳業株式会社沖縄森永乳業株式会社
代表取締役社長 代表取締役社長 辻井 渉 辻井 渉 氏氏

　沖縄森永乳業株式会社は、1970 年に設立された県内大手の乳業メーカーである。「森永 酪農牛乳」
をはじめ、沖縄のソウルドリンクとして県民に親しまれている「森永ヨーゴ」などの製造・販売を行う。
創業以来、安全・安心を第一とした製品づくりに取り組み、2025年で設立55年を迎えた。「かがやく“笑
顔 ” のために」というスローガンを掲げ、商品に関わる全ての人々の「健康と幸せ」の実現を目指す。
今回は西原町の本社を訪ね、辻井社長に自社の事業内容や経営理念、今後の展望についてお伺いした。
	 インタビューとレポート　　米須　唯
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ターを統合し、物流を一元化したことで輸送コ
スト削減を実現しました。現在では、1 日あた
りの生産能力が 80 トンから 110 トンへと向上
しており、将来的には更なる生産性向上を目指
しています。

事業内容について教えてください。
　当社は主に飲料の製造を行っています。成分
無調整牛乳の「森永 酪農牛乳」をはじめ、牛乳
のカルシウムを 160％配合した乳飲料「骨元気」、
乳酸菌を配合した乳性飲料「森永ヨーゴ」など、
幅広い乳製品を製造しています。さらに、「森永
カフェ」や「森永ルイボス茶」「リプトン」シリー
ズなどの清涼飲料や紅茶飲料、茶系飲料も手が
けており、多様なニーズに対応した商品展開を
行っています。
　味の好みには地域性があり、例えば東北地方
ではいちごミルク、関西ではフルーツ牛乳など
が好まれる傾向があります。沖縄は一年を通し
て温暖な気候であるため、甘くてすっきりと飲
める商品が好まれる傾向があります。
　特に、「森永ヨーゴ」は沖縄の “ ソウルドリン
ク ” として長年にわたり県民の皆さまにご愛飲
いただいています。この商品は、1962 年に当社

の前身であるゲンキ乳業が「ゲンキヨーグルト」
として製造・販売を開始し、1978 年に現在の名
称へと変更されました。発売当初から味のベー
スは変えていませんが、健康志向の高まりなど
時代の変化に合わせて、実は少しずつ配合を見
直しています。直近では、2022 年にリニューア
ルを行い、森永乳業が保有する数千株の中から
選ばれた健康力をサポートする「シールド乳酸
菌Ⓡ」を新たに配合しました。このリニューア
ルには、「せっかく飲んでいただくのなら、少し
でも健康に役立つ商品を届けたい」という想い
が込められています。
　また、2021 年にはオリオンビール株式会社と
のコラボレーションにより、「WATTA ヨーゴサ
ワー」を発売し、大変ご好評をいただきました。
今後も、時代のニーズに応えながら、県民に愛
され続ける商品づくりに挑戦してまいります。
　さらに当社は、商品の製造だけでなく、作っ
た商品を運び、売るまでの「製造→物流（管理）
→販売」という一連の業務をすべて自社で担っ
ており、森永乳業グループの中でも特異な位置
づけです。
　全ての機能を自社で持つことで、やるべきこ
とは多く苦労もありますが、その分部門の垣根

沖縄森永乳業株式会社　本社（西原町東崎）沖縄森永乳業株式会社　本社（西原町東崎）
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を越えたコミュニケーションが生まれています。
　互いに「全社最適」を目指して社員一人ひと
りが主体的に考え、行動できる組織風土が醸成
されています。これは当社の大きな強みである
と自負しています。

経営理念やスローガンについて教えてください。
　当社は、『乳で培った技術を活かし私たちなら
ではの商品をお届けする事で県民の健康で幸せ
な生活と豊かな社会つくりに貢献する』を経営
理念に地域とともに歩んでまいりました。この
理念は、森永乳業グループ全体の方向性と一致
しつつも、当社独自の想いを込めて「県民」と
いう言葉をあえて盛り込み、沖縄の皆さまに寄
り添う姿勢を明確にしています。
　また、当社はグループ共通のコーポレートス
ローガンとして「かがやく “ 笑顔 ” のために」を
掲げています。これは、お客さまにお届けした
い「健康と幸せ」を「笑顔」という言葉で表現
させていただいております。
　森永乳業グループの商品を飲んだり食べたり
していただいている方々のかがやく笑顔のため
にという意味も込められていますが、実はそれ
だけではありません。商品がお客さまに届くま

でに、商品を運んでくださっている方々、お店
で商品を陳列し販売してくださっている方々な
ど、各過程で当社の商品に関わってくださって
いるたくさんの方々がいます。こうした方々の
笑顔のため、そして最終的には、社員が笑顔で
いられる会社であることが、当社が目指す企業
像であり、理念とスローガンに込めたメッセー
ジです。

人材育成について教えてください。
　森永乳業グループでは、人材を「人的な財産
＝人財」と考えています。人財育成の取り組み
として、グループ全体での取り組みと、当社独
自の取り組みを紹介します。
　まず、森永乳業グループとしては、新入社員
から中堅社員、管理職、役員に至るまで、階層
別に本社での集合研修を実施し、グループ全体
のスキルアップを図っています。
　当社独自の取り組みとしては、社内に「人財
育成委員会」を立ち上げています。各部門から
の代表者で構成されており、社内勉強会の企画
並びに年間スケジュールの作成等を担っても
らっています。当社は製造部門だけでなく、物
流や販売部門もありますので、相互理解を深め

冷蔵車にて県内の学校やスーパーへ運送冷蔵車にて県内の学校やスーパーへ運送製品の流れや品質管理を集中的に制御製品の流れや品質管理を集中的に制御

冷却した殺菌乳を蓄えるタンク冷却した殺菌乳を蓄えるタンク本社入り口では牛の親子がお出迎え本社入り口では牛の親子がお出迎え
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　る良い機会にもなっています。
　また、社内にとどまらず、社会的に認められ
たスキルの習得を推進するため、公的資格の取
得支援にも力を入れています。社員のモチベー
ション向上とスキルの可視化を目的に、資格取
得者にはお祝い金を支給する制度も新たに導入
しました。
　こうした取り組みはまだ始まったばかりです
が、社員一人ひとりの成長が日々の業務の質を
高め、会社全体の信頼向上にもつながると考え
ています。今後も、継続的な人財育成を通じて、
組織としての力を高めてまいります。

業界の動向や課題について教えてください。
　現在、県内では酪農家の離農や廃農が進み生
乳の生産量が年々減少しています。県外から移
入することもできますが、酪農家を守り、県内
で製造した牛乳を県民に届けることは地元の乳
業メーカーとしての使命だと思っています。
　こうした課題に対応するため、酪農家の皆さ
まや沖縄県と定期的に意見交換を行い、現状の
共有や将来に向けて何ができるかという議論を
重ねています。酪農家が安定して経営を続けら
れる環境を整え、将来にわたって魅力ある産業

として発展させていくためには、行政を含めた
関係者全体での協力が不可欠です。
　また、物流面の課題も深刻です。人手不足や
コスト上昇により、今後はトラック一台あたり
の輸送効率を高め、お客さまが必要としている
量をしっかりお届けしていくことが命題だと感
じています。
　将来的には、県内の同業他社の協力をいただ
きながら、物流の協業化や酪農家の問題等につ
いて一緒に検討していきたいと考えています。

社会貢献活動について教えてください。
　県内の児童生徒を対象とした教育活動に力を
入れています。沖縄県酪農協同組合と連携して
小中学校を訪問し、「牛の一生」や「食の大切さ」
などをテーマとした出前授業を実施しています。
　また、工場には PR 室を設置しており、小学
校３年生を中心に、社会科見学の一環として無
償で工場見学を受け入れています。工場見学は
コロナ禍で一時中止していましたが、2024 年に
再開して以降、約 2,000 名の方々にご来場いた
だいており、おかげさまで大変好評をいただい
ています。
　私自身も子供の頃に、社会科見学で森永乳業

工場見学の様子工場見学の様子商品充填後は目視にて最終確認商品充填後は目視にて最終確認

社員での清掃活動ボランティア社員での清掃活動ボランティア紙パックに充填された「森永カフェ」紙パックに充填された「森永カフェ」
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経営  トップに聞く

の工場を訪れた経験があり、今でも記憶に残っ
ています。やはり、授業で学ぶだけでなく、実
際に現場を見るという体験は子どもたちにとっ
て大きな刺激になると感じています。
　今後も沖縄の将来を担う人材の育成に貢献す
るため、こうした取り組みを継続していきたい
です。子供たちへの教育活動は、結果として酪
農家を支えることにも繋がる、大切な取り組み
だと思います。

御社の今後の展望を教えてください。
　今後も、沖縄県民へ健康と幸せを提供できる
企業であり続けたいという思い、そして「みん
なのかがやく “ 笑顔 ” のために」という理念は、
これから先の５年後、10年後も変わることなく、
当社の根幹として大切にしていきたいです。
　その実現に向け、グループ全体を含めた製品
の品質向上、販路拡大、業務効率化など、さま
ざまな観点から検討を進めていく必要がありま
す。
　また、事業の持続的な成長を見据えると、県
内市場だけでは限界があると感じています。当
社の製品はチルド飲料であり、冷蔵保存での賞
味期限が 14 日と限られているため、県外や海

外への展開には課題があります。しかしながら、
沖縄の魅力を活かし、さらなる品質向上や賞味
期間の延長、新商品開発などに取り組むことで、
県外・海外市場への展開も可能になると考えて
います。
　決して容易な道ではありませんが、諦めてし
まえばそこで終わってしまいます。だからこそ、

「どう取り組むか」を前向きに考え、挑戦を続け
ていきたいと思っています。

最後に
　当社はこれまで、安全・安心を第一に掲げ、
お客さまへ商品をお届けしてまいりました。「沖
縄森永乳業に任せておけば安心」と思っていた
だけるよう、今後も変わらず、県民の健康と幸
せに貢献できる企業を目指してまいります。
　また、当社の目標の一つに「社員の笑顔」が
あります。社員が家族や友達に「どんな会社に
勤めているの？」と聞かれたとき、「県民へ健康
や幸せという価値を提供している会社だよ」と
胸を張って答えてもらえるような、誇りを持て
る職場づくりを目指します。
　今後とも変わらずご愛顧とご支援を賜ります
よう、よろしくお願い申し上げます。

法人概要

商　　　 号：

住 　 　 　  所 ：

連  絡  先 ：

設　　　　 立：

役 　 　 　 員：

社 員 数：

U   R   L :

事 業 内 容：

沖縄森永乳業株式会社

沖縄県中頭郡西原町字東崎 4 番地 15

（098）871-9000

1970 年 12 月 15 日

代表取締役社長　辻井　渉

取締役　大岡　靖成

取締役　江藤　政徳

取締役　長谷　一彦

取締役　伊波　盛秀

取締役　宮城　辰伸

取締役　砂川　順也

105 名（2025 年 11 月時点）

https://www.okinawa-morinagamilk.

co.jp/

牛乳、乳製品、紅茶飲料、清涼飲料水等

の製造・販売
工場に設置されたフォトスポット工場に設置されたフォトスポット

社内レクの様子社内レクの様子
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特 集

藤原さんのプロフィールを教えてください。

関西出身です。19 歳から 2 年間ほど米国ワ
シントン州シアトルに渡りホスピタリティ・
ツーリズムなどを学びました。現在は IT 関連
の仕事をしていますが、元々「観光業界」から
キャリアをスタートさせています。最初は旅行
会社に入社し、中近東や中央アジアの海外旅行
を担当していました。当時は日本人の海外旅行
意欲も旺盛な時期で、企画、営業、添乗員とし

てお客様と過ごし、最後の精算までを一気通貫
して一人で担当していました。しかし、9.11（ア
メリカ同時多発テロ）や SARS の流行、特に
担当地域がアフガニスタン紛争の影響でツアー
が全てキャンセルになり、売上が立たない状況
に直面しました。その時に「観光産業は一生涯
食べていくには不安定な産業ではないか」とい
う疑問を感じ、将来に不安を覚え、一度旅行会
社を退職しました。

　日本が直面する主な社会課題、それは増加する社会コストに対して、減少傾向にある生産力
でどう乗り越えるかという点にある。この課題に対し、デジタル技術を最大限に活用し、社会
課題の解決と経済成長の両立を図り、快適で活力に満ちた質の高い暮らしの実現を目指す社会
像が「Society5.0」で描かれている。沖縄県は「新・沖縄 21 世紀ビジョン基本計画」でこの
概念に言及し、「本県の特性を踏まえた分野横断的なデジタル化やデジタル・トランスフォーメー
ション（DX）」を進め、地域課題の解決や、より強靭な産業構造への転換に向けた取り組みを
推進する方針を示した。
　本特集は、2022 年 1 月から 2023 年 3 月にわたって本誌に掲載した『沖縄の Society5.0
を考える』の第 2 弾である。第 4 回目は、ハウステンボスの再生事業に関わり、全国的に話題
となった「変なホテル」の考案・開発等に携わるなど、観光業界の変革に貢献している「一般
社団法人沖縄観光 DX 推進機構（OTDO）」専務理事の藤原猛氏に話を伺う。

特集
沖縄のSociety5.0を考える  PART2
第4回

一般社団法人沖縄観光 DX 推進機構
専務理事

藤原 猛氏に聞く
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外資系ホテルに勤務された際に、ホテル経営

の実態を知ったと伺っています。

外資系ホテルに入り、セールス＆マーケティ
ングのバックヤード部門で働きました。そこ
でホテル経営の実態を学びました。そこでは、
ホテルにファンドが入っており、不動産投資
の対象として売買が繰り返されているのを目
の当たりにしました。オーナーが変わると運
営方針が変わり、一緒に働いていたスタッフ
もごっそり入れ替わってしまう。ホテルの看
板は同じでも中身は違うため、常連のお客様
への対応やサービスの質に影響を出るのを見
て、「非生産的だ」と感じました。そこからま
た転職を考え、今度は観光産業を離れて、川
崎重工や新日鉄、シマノ、ブリヂストンといっ
た製造業への転職を試みましたが、経験がな
いため難しかったですね。その時に巡り会っ
たのが、HIS によるハウステンボスの再生事
業でした。

採用いただく際には、正直に考えているこ
と、つまり「観光業界の仕事は持続可能性に
疑問がある」と訴えました。すると、「HIS は
単に旅行を販売する会社ではなく、観光を軸
に新たな事業にチャレンジする会社だ」と言
われました。そこから、テーマパーク再生だ
けでなく、その先にある事業開発にも関わっ
てほしいと誘われました。それが「エネルギー
をはじめとする新規事業の開発」でした。

ハウステンボスでは、当時「日本一のイル
ミネーション」を売りにしていましたが、電
力消費量が課題で、多くの利用者から環境配
慮の疑問を頂いておりました。そこで、誕生
したのが「ハウステンボス敷地内発電所」と

「ハウステンボス東明太陽光発電所」というメ
ガソーラーです。イルミネーションの電力を
再生可能エネルギーで補うというサステナブ
ル運営に取り組みました。ハウステンボスは
1992 年の開業時から、もともと排水を浄化
して再利用する仕組みや通信ケーブルを地中
に埋設するなど環境配慮型の先進的な街でし
たので、観光と環境の親和性が高いと気づき
ました。

ハウステンボスの再生事業の中で、有名な「変

なホテル」の考案・開発・開業に携わってい

らっしゃいます。全国でも話題になりました

が、あのホテル設計にはどのような目的があっ

たのでしょうか。

「変なホテル」は、より生産性の高いホテル
を作ることが狙いで始めたスマートホテルプ
ロジェクトです。再生エネルギーの活用や環
境に配慮した素材の使用はもちろんのこと、
建築コストと工期を通常の半分程度に抑える
ことを目的としました。そして、ホテル運営
の生産性を高めるために、ロボットや生体認
証などのデジタル技術を導入し、全体をバラ
ンスよく効率化することを目指しました。

早い段階から DX に取り組まれていたのです

ね。どのようなことをきっかけに、取り組み

を始められたのでしょうか。

2013 年当時のビジョンとして、今後世の
中のホテルは「ラグジュアリー」か「スタンダー
ド」の二極化が進むという見立てがありまし
た。私は航空会社の LCC（ローコストエアラ
イン）を参考に整理し、デジタル技術とロボッ
トサービスを活用して生産性を高め、人手不
足に対応するために直接人が関わる部分を減
らすことを考えました。当時のホテル業界に
は、人がセルフでチェックイン・チェックア
ウトするという概念が全くありませんでした。
私は ANA 系列の LCC、ピーチが初めて就航
した時に立ち会いましたが、機械的に搭乗し
ていくあの流れが非常にヒントになり、「これ
をホテルに持ってこなければ、これからの人
手不足は解決できない」と考えたのが最初で
す。前述しましたが、あのホテルで目指した
ことは主に３つあります。

１つ目が、ロボットを使ってデジタルサー
ビスを実現し生産性を高めること。２つ目が、
安全性を担保した上で、建築コストと工期を
通常の半分程度に抑えることを目標とし、素
早い開業にこぎつけること。そして３つ目が、
運営上のエネルギーをサステナブルに考え、
有限のエネルギーを大切に使う高効率なホテ
ル運営を行うことでした。
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振り返ってみると、旅行会社ではインター
ネットの黎明期にいち早く情報を集め、ホテ
ルでは BI（ビジネスインテリジェンス）ツー
ルや MA（マーケティングオートメーション）
を使い、テーマパークでは EMS（エネルギー
マネジメントシステム）やロボット技術を扱っ
てきました。常にデジタル化や DX がつきま
とうキャリアを歩んできたなと思います。現
在は、タップホスピタリティラボ沖縄（以下、
THL）で本質的な観光 DX を体現するための
研究開発に努めています。

THL は、うるま市の IT 津梁パーク内に大手企

業約 60 社が参画する施設ですね。全国初の「実

証実験ホテル」を設立したのはなぜでしょうか。

 IT 化や DX に取り組む際、３つの課題があ
ると考えます。観光産業に従事する方々の IT
スキルアップ、人材育成ですね。また、経営

層に対していかに DX が重要であるかの訴求、
そして、従来の提案方式（最新技術をホテル
で試すテスト導入）では実装が進まない、こ
れらの課題を解決するテストベッド・フィー
ルドを誕生させることが観光 DX 促進のカギ
になると考えました。

「変なホテル」で活用したロボットやデジタル

技術を活かされているのですか。

ロボット活用に加え、感染症対策や空間の
衛生面まで管理できるデジタル技術を追求し
ています。また、テクノロジーで人手不足を
解消するだけでなく、障がいを持つ方の活
躍の場を作るために DX を推進しています。
THL のレセプション（受付）では、手元のア
プリでチェックイン / チェックアウトをシス
テム化し、従業員の時間を本来あるべきホス
ピタリティに割けるようにしています。

タップホスピタリティラボ沖縄（THL） THL レセプション（受付）

建物内に様々な種類のロボットを見ました。

それぞれ連携して動いているのでしょうか。

はい、そこが重要です。様々なメーカーの
ロボットが集まる中で、ロボットがいかにぶ
つからず、安全に、それぞれの特長に合った
タスクを成し遂げられるかをこのフィールド
でテストしています。

客室の管理も含めて、顔認証や静脈認証を
使った集中管理オペレーションを試行してお
り、一箇所で客室の不具合やお客様の困りご
とを把握し、遠隔でトラブルシューティング
を行うスマートな世界観を目指しています。
また、このラボでは未成熟な技術でも実験を
しています。来館のお客様には、走っている

ロボットが突然暴走して体当たりしてくるか
もしれないというエクスキューズをあらかじ
め告知した上で、サービスを試しに来ていた
だいています。
「変なホテル」に関わっていた当時（2015

年頃）は、技術的には可能でも、旅館業法や
業界の慣習といった「ルール」が追いついて
おらず、社会受容性の壁がありました。コロ
ナを経て DX 推進の機運が高まった今、デジ
タル技術がファストホテルだけでなく、フル
サービスや 5 つ星といったマルチな環境にも
使える世界観が実現できるタイミングにあり
ます。



9

特 集

 THL を運営する民間企業（株式会社タップ）

とは別に、「一般社団法人沖縄観光 DX 推進機

構（以下、OTDO）」を立ち上げられたのは、

どのような意図があるのでしょうか。

民間企業一社では、個社の利益を優先して
いると見られがちになるという限界がありま
す。そこで、中立的な立場である社団法人を
立ち上げ、公共性の高い事業を行い、沖縄観
光 DX をより早いスピード感をもって社会実
装すること、そして観光産業全体を底上げす
ることを最も重要な目標としています。

藤原さんが考える「観光 DX」を進める上で最

も大事なことは何でしょうか。

データですね。観光 DX の核心は「データ
の一元化」に尽きると思います。お土産店一
つとっても、今何が売れているかというトレ
ンドデータがあれば商品開発に活かせます。
宿泊業であれば、地域全体でどれだけの予約
が入っているかという需給データが共有され
ていれば、闇雲に価格競争をして疲弊する必
要もなくなります。

また、データを整備し、連携させることで
あらゆる対応が可能になります。例えば、人
が集中しているエリア、または混雑が想定さ
れるエリアを把握できれば、分散させること
でオーバーツーリズムを未然に防ぐことも可
能です。バスの増便などダイナミックな対応
もできるようになります。これらを実現する
にはデータが必要です。

THL では、客室の水の使⽤量やエアコンの
電気量など、これまで集約されなかったデータ
を取得できるように研究しており、これを観光
地全体に展開することでスマートシティの OS

（オペレーティングシステム）のような使い勝
手の良さまで波及できると考えています。

OTDO で進められている「手ぶら観光サービ

ス」もその一環ですか。

その通りです。内閣府の事業で２年目になる
取り組みです。「ヤマト運輸」の荷物情報とホ
テルの宿泊情報を連携させています。例えば、
那覇空港でヤマト運輸に荷物を預けると、自動
的にホテルのチェックイン手続きが完了し、荷
物がホテルに届いた情報も共有されます。 

今年はさらに、「沖縄 MaaS」「佐川急便」
「エアポーター」などの沖縄県内の手ぶら観光
サービスを一つのプラットフォームにまとめ、

「LuggFree Okinawa（ラゲフリー沖縄）」と
いう Web サービスで一元的に検索・利用で
きるようにしました。一見、単純な手ぶら観
光サービスと思われるかもしれませんが、サー
ビス自体はマスのソリューションです。一
方で観光プラットフォーム上では重要な動向
データになります。データを繋げ多様なサー
ビスに広げることが重要だと考えています。

利用者が自分に合ったサービスを選べるわけ

ですね。最終形はどのようにお考えですか。

国内外の空港で出発時に手荷物として航空
会社に預けたら、那覇空港のターンテーブル
で荷物をピックアップする必要がなく、その
まま沖縄のホテルに直送される仕組みです。
これを沖縄観光のスタンダードにしたいと考
えています。キャリーケースを運ぶ必要もな
く、ストレスフリーの状態を構築すれば沖縄
での観光体験はさらに向上します。

 

THL 内部
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実現すれば沖縄観光の質が大きく変わります。

観光客と県民の動向をデータ連携させること

で、医療や交通の最適化も検討できるのでは

ないでしょうか。

その通りです。県民も観光客も、同じ公共
交通機関や医療機関を利用します。お互いの
利用状況を共有することで、混雑の分散やリ
ソース配分の検討ができます。例えば、観光
客がホテルで怪我や病気をした場合、事前に
ホテル・医療機関が連携し、データの共有を
行うことで、わざわざ混雑している病院に行
かなくても済みます。また、医療従事者がホ
テルに出向き、医師によるオンライン診療を
受けられたりする仕組みがあれば、地域医療
への負荷も軽減できます。これを実現するに
も、業種間のデータ連携が不可欠です。プラ
イバシーの問題を懸念する声もありますが、
例えば、医師免許を持つ人だけが服薬情報を
閲覧できるなど「必要な時に必要な権限」で
アクセスできる仕組みを作れば、利便性と安
全性を両立できるはずです。

ロボット技術については、今後どのような期

待をされていますか。

これからは「二足歩行ロボット」の時代が
来ると考えています。私たちが生活する現実
空間（フィジカル）は、人間用に最適化して
います。AI はサイバー空間で高度に発達して
いますが、次はそれを物理空間で動かすボディ
が必要になります。階段やドアなど人間用に

作られた環境で作業するには人型が最も理に
かなっており、配膳だけでなく、閉店作業や
掃除といった物理的な作業をロボットが担う
ようになるでしょう。

開発されているプラットフォーム基盤では、

前述した様々なメーカーのロボットの制御も

含まれているのでしょうか。

私たちが開発している観光プラットフォー
ム基盤は、ホテルシステム（PMS）と連携す
るだけでなく、様々なメーカーのロボットを
⼀元管理できるよう設計されています。ホテ
ル側がどのメーカーのロボットを選んで導入
しても、バッテリー管理やエラー通知などを
一つの画面で管理することが可能です。ロボッ
トが LiDER（※レーザー光を使用して対象物
までの距離を測定し、その情報から 3D モデ
ルを作成する技術）など空間認識した地図デー
タも連携します。現在、かりゆし水族館にお
掃除ロボットを利用いただき、ロボット運用
もこのプラットフォームでサポートする計画
が進んでいます。

観光産業全体で人手不足というのが社会的
な課題になっています。本来のホスピタリティ
サービス、接客やおもてなしをするというと
ころが、実は作業の部分が多いです。私たち
はテクノロジーを用いて「人の仕事を奪う」
のではなく、「人の仕事を支える」ことを考え
ています。

LaggaFree Okinawa（ラゲフリー沖縄）
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特 集

最後に、THL は東海岸地域に位置しています。

東海岸地域の開発について、どのようなビジョ

ンをお持ちか、お考えがあればお聞かせくだ

さい。

沖縄県の西海岸地域はリゾートとして整っ
ていますが、東海岸はまだ未整備な部分が多
い。だからこそ、新しいテクノロジーを実装
するチャンスだと思っています。

沖縄県は地理的優位性を活かし、「アジアの
橋頭堡」として機能することを目指すことで、
人が集まりやすい場所になります。そこで東
海岸を、世界的な見本市やコンベンションを
開くビジネスツーリズムの一大地帯として発
展させることをイメージしています。その為
には先ず、世界や日本を代表する企業誘致が
重要です。これにより産業集積地帯が発生す
るので世界中から人が集まる要素となります。
すでに発展を遂げている西海岸のリゾート観
光と合わせて、世界に類を見ないような観光
アイランドが必ず実現できると考えています。
THL がうるま市に立地したのも、この都市創
造の考えに基づいています。

その実現のために今後 10 年で重要なのは、
高規格道路に加え、産業誘致のためのエネル
ギー供給、特に水素やアンモニアなどの次世代
エネルギーの供給網といった次世代型の地域イ
ンフラ整備だと考えます。さらには、ホテルを
高機能な避難所として活用し、ドローンで物資
を運ぶような、災害に強い観光地づくりとして
の「ラストリゾート」構想も提唱しています。「ラ
ストリゾート」とは、「最後の頼みの綱」「最後
の手段」といった意味で、最終的な拠り所を指
します。その実現に向けて、東海岸のスマート
シティを実現したいです。

（インタビュー＆レポート：志良堂猛史）

藤原猛 氏 プロフィール
京都府出身。一般社団法人沖縄観光 DX 推進機構
専務理事。株式会社タップホスピタリティサービ
ス工学研究所所長兼タップホスピタリティラボ沖
縄所長。旅行業、外資系ホテルを経て、HIS による
ハウステンボス再生事業に参画。特に、生産性向
上と高効率運営を目指した「変なホテル」の考案・
開発に携わり、デジタル技術による観光 DX のキャ
リアを確立。
2023 年より「一般社団法人 沖縄観光 DX 推進機構」
専務理事に就任し、沖縄と東京の 2 拠点で活動し
ている。うるま市の「タップホスピタリティラボ
沖縄」を拠点とし、観光産業全体の底上げを図る
DX の社会実装と、沖縄東海岸におけるビジネス
ツーリズムを軸としたスマートシティ構想の実現
に注力している。
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はじめに 
　新年快樂（シンニィェンクァイラ）。あけま
しておめでとうございます。琉球銀行法人事
業部の安慶名です。2025 年 4 月より台湾の
現地コンサルタント会社・則和企業管理顧問
有限公司への出向で台湾に駐在しております。
現在も台湾－沖縄間は経済・文化の両面で連
携が進んでいますが、今後さらに加速するこ
とが期待される経済連携について取り上げた
いと思います。

 １.GW2050 PROJECTS 
　GW2050 PROJECTS（以下、GW2050）に
ついてご存知でしょうか。GW2050 は、那覇
空港と今後返還が予定される那覇港湾施設、
牧港補給地区、普天間飛行場周辺エリアを「価
値創造重要拠点」と位置づけ、基地返還跡地
の一体的な利用と那覇空港の機能強化を図り、
真に日本を牽引し、次代の沖縄の進化を象徴
する「世界に開かれたゲートウェイ」として、
その将来像の具現化を図ることを目的に構想
されているプロジェクトです。

　更地からの広範囲での面的開発が期待でき
る基地返還予定地は、沖縄が飛躍的に発展し
日本経済を牽引するポテンシャルであり、特
に那覇港湾施設、牧港補給地区、普天間飛行
場周辺エリアにおいては、世界に選ばれる沖
縄を目指した中心的なフィールドとして県全
体での役割・機能分担を見据えた機能的なま
ちづくりに繋げていきます。大規模まちづく
りと連動し、観光・産業の玄関口である那覇
空港の機能強化・拡充を図ります。
　また、価値創造重要拠点における「沖縄ら
しい産業の創出」「持続的発展を担う人材育
成」、「那覇空港を起点とした交通網の整備」
および 2050 カーボンニュートラルに向けた

「クリーンエネルギー社会の実現」の４つの柱
を中心に、沖縄の国際競争力の強化・持続的
発展を目指した調査・検討を行います。
　2024 年 8 月に経済界が中心となり、基地
返還予定地を有する那覇市、浦添市、宜野湾
市と連携した取り組みとして、プロジェクト
推進協議会が発足されました。前例に捉われ
ない大胆な発想とスピード感を持った検討・
実行により、次代の沖縄の進化を象徴する「世
界に開かれたゲートウェイ」として、将来像
の具現化を図っていくとしています。（1）

レポーター
安慶名 庸

（琉球銀行法人事業部）
則和企業管理顧問有限公司
( ※弊行業務提携先 / 台湾現地コンサ
ルタント会社 ) へ出向中

vol.163

GW2050 PROJECTS

出出所所：：GGWW22005500  PPRROOJJEECCTTSS  推推進進協協議議会会  ププレレススリリリリーースス  資資料料

出出所所：：GGWW22005500  PPRROOJJEECCTTSS  推推進進協協議議会会  HHPP

価値創造重要拠点の全体像
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 2. 台湾経済界との戦略的パートナーシップ 

　GW2050 PROJECTS 推進協議会は、県内総
生産の向上に資する産業構造モデルや人材育
成の在り方、県全体の生産性の向上や離島の
過疎化、交通課題への対応等、全県俯瞰的な
グランドデザインを 2025 年 5 月に策定しま
した。那覇港湾施設、牧港補給地区および普
天間飛行場の機能分担により魅力的な沖縄の
将来像を描くことで、早期の基地返還を実現
し、那覇空港の機能拡充と相乗的な振興・発
展を目指して、2050 年に向けた沖縄の成長
戦略として取りまとめていく予定です。
　2024 年に 4.9 兆円だった県内名目総生産を
2050 年に 11 兆円へ、一人当たり県民所得を
254 万円から 624 万円へ引き上げることを成
長目標とし、目標達成に向けて以下の取り組
みを行うとしています。

　台湾と沖縄は地理的にも近く、人的往来や
経済などを含めた民間交流を頻繁に行ってお
り、同じ島しょ地域で課題を共有しながら
GW2050 で整理した新たな産業の発展を見据
え、観光や、経営人材・グローバル人材の育成・
誘致などについて連携を図っていきます。
　具体的な連携可能性案は以下の通りです。

　すでに動き出している施策もあり、台湾最
大手の民間金融機関である中國信託商業銀行
グループ（CTBC）が運営する学校『中信金融
管理学院』が、2026 年度に那覇市内で大学
院の経営学修士（MBA）取得コースを開校し
ます。2025 年 10 月には GW2050 と連携し
たミニプログラムを開催し、台湾の学生を沖
縄へ派遣しました。（3）

　2025 年 11 月 21 日には沖縄経済の成長に
向けた課題などを話し合う「沖縄懇話会」の
ラウンドテーブルが開かれ、沖縄と台湾のビ
ジネス連携の可能性などについて意見が交わ
されました。（4）

・世界の産業潮流や沖縄の強みを踏まえた、「既存産業
の高付加価値化」や「ブルーエコノミー（養殖技術・
船舶MROなど）」、「先端医療（遠隔医療・医療サイ
エンスパークなど）」、「航空・宇宙」などの新たな産
業創出

・産業展開を見据え、産業界が主体となって「経営マ
ネジメント能力向上」や「成長産業の専門人材育成」、
「次世代を担うグローバル教育」などの人材育成
・島しょ特性を踏まえた環境対応や沖縄独自の制度設
計など

・OISTや台湾経済界との戦略的パートナーシップ構築

・各産業分野（ブルーエコノミー、ヘルスケア、宇宙
／衛星、産業クラスター分析、エネルギー）の連携

・経営・観光・専門人材の育成やグローバル教育等の
連携、人材交流（2）

出出所所：：GGWW22005500  PPRROOJJEECCTTSS  RR66年年度度  ググラランンドドデデザザイインン策策定定  調調査査報報告告資資料料
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 最後に 

　GW2050 PROJECTS グ ラ ン ド デ ザ イ ン の
実施期間は 2026 年 3 月までとなっており、
2026 年度以降は、国・県・関係機関との調整、
GW2050 戦略方針に沿った新規プロジェクト
の立ち上げを行い、プロジェクトを推進すると
しています。今後、ますます沖縄－台湾の経済
連携が進むことが期待されます。沖縄県外での
ビジネス展開を検討されていましたら、台湾も
候補のひとつとしてはいかがでしょうか。
　琉球銀行は、台湾現地のコンサルタント会社
である則和企業管理顧問有限公司と連携し、県
内企業の台湾展開を支援しています。ご関心が
ありましたらぜひお近くの琉球銀行へご相談く
ださい。

参考文献：
（1）GW2050 PROJECTS 推 進 協 議 会．

「GW2050 PROJECTS 推 進 協 議 会 」 の
設 立 に つ い て．2024.08.13．https://
w w w. g w 2 0 5 0 . o k i n a w a / u s e r f i l e s / f i l e s /
autoupload/2024/09/1727659264.pdf

（2）GW2050 PROJECTS．グランドデザインを策定
しました．2025.05.19．https://www.gw2050.
okinawa/topics/1747211150/

（3）沖縄タイムス．那覇市に MBA 大学院 台湾金
融 大 手、2026 年 度 に も 開 校 へ 中 国 信 託 商
業 銀 行 グ ル ー プ GW2050PROJECTS と 連 携．
2025.05.20．https://www.okinawatimes.co.jp/
articles/-/1586528

（4）沖縄タイムス．成長著しい台湾と沖縄の経済連携、
実現のカギは人材育成 沖縄懇話会で議論「本気
度と覚悟が必要」．2025.11.22．https://www.
okinawatimes.co.jp/articles/-/1719151　

則和企業管理顧問有限公司
( ※琉球銀行 業務提携先 / 安慶名赴任先 )
TEL：+81-(0)80-9853-0794（日本）
　　   +886-(0)988-958-295（台湾）
Email：you_agena@pr.ryugin.co.jp

出出所所：：GGWW22005500  PPRROOJJEECCTTSS  RR66年年度度  ググラランンドドデデザザイインン策策定定  調調査査報報告告資資料料
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沖縄科学技術大学院大学の取り組みについて

を広く開き、社会とともに未来を創ることを
目指しています。今後は、海洋および関連分
野における地域・国内・国際的な研究機関、企
業、公共機関との共同研究プログラムを段階
的に受け入れていく予定です。また、学生や
インターン、若手研究者が実践的に学ぶ場と
して、次世代の海洋科学人材育成にも寄与し
ます。
　新施設は、延べ床面積711平方メートルの
地上1階建てで、海から直接海水を引き込み、
使用することができます。既存のマリン・サ
イエンス・ステーションの機能を拡張し、よ
り多様で精密な研究を可能にするために、
10の独立した実験室があり、それぞれで水
温などの環境条件を個別に調整できる設計
になっています。これにより、研究者は、自然
環境に近い条件下で高度な実験を行うこと

　OIST Sea neXusは、海洋研究を核に、研
究成果や知識を社会と共有するオープンサ
イエンス、そして産学官が連携して新たな価
値を生み出すオープンイノベーションを推
進する拠点として設立されました。科学の知

が可能です。大きな空間を複数の研究者で共
有していた既存の施設と比べ、研究内容に応
じてより柔軟かつ精密な実験を行うことが
可能になりました。サンゴ、魚類、頭足類（イ
カやタコなど）、微生物生態系、養殖技術、海
洋テクノロジーの開発など、幅広い研究テー
マに同時に対応できるのが大きな特徴です。

　また、地域や産学官の関係者が集い、対話
をするためのスペースも併設されており、交
流を通じて研究テーマの発展を促進する狙
いがあります。このスペースはワークショッ
プやアウトリーチ活動での利用も可能であ
り、Sea neXusの目的である連携強化の中
心となることが期待されています。

　OIST学長兼理事長のカリン・マルキデス
は、竣工式で次のように述べました。「OIST 
Sea neXus は、OISTが掲げる『地域と世界、
そして科学と社会をつなぐ』という理念を形
にしたものです。“nexus”という言葉には
『つながり』という意味があります。この施設
はそのつながりを象徴しています。世界中の
研究者と沖縄の海をつなぐ場所。科学的発見
と社会貢献をつなぐ場所。そして現在と未来
をつなぐ場所です。ここでは分野を越えて研
究者たちが協力し、海への理解をさらに深め
ていくでしょう。その成果が、沖縄に、そして
世界に、確かな恩恵をもたらすことを期待し
ています」　
　施設の責任者である海洋科学セクション 
リサーチサポートリーダーのシャノン・マク
マホン博士は、今後の展望について次のよう
に語りました。「私たちの長期的なビジョン
は、Sea neXusを単なる『施設』ではなく、人
とアイデア、そして解決策をつなぐ拠点とし
て、沖縄から世界へ広がる協働の中心に育て
ていくことです。新しい施設は、サンゴ礁の
保全、持続可能な資源利用、地域の暮らしの
未来など、沖縄にとって重要なテーマにより
幅広く取り組む力を与えてくれます。ここか
ら生まれる発見や出会い、そして新たな可能
性を心から楽しみにしています」

2. 沖縄の気候に適応した持続可能な伝統布「芭蕉布」
　 ―技術を守り、未来につなげていくために

人類は古来より、手と感覚を頼りに、自然の中から美しく実用的なものを生み出してきました。
昔の職人たちは、現代のような精密な道具や科学的な知識を持っていなかったかもしれません。
それでも彼らの作るものは、時代を超えて色あせることなく、今なお私たちの暮らしに息づいて
います。近年では、持続可能な建築や素材、織物のヒントを得るために、研究者や技術者がこうし
た伝統工芸に改めて注目するようになっています。

　OISTと琉球銀行は2025年7月に包括連携
協定を締結しており、スタートアップ支援
や人材育成など、沖縄の持続的発展に資す
る共同の取り組みを進めています。今回の
寄付は、その協力関係をさらに深化させる
取り組みとなり、OIST発のスタートアップ
企業の支援や、沖縄におけるスタートアッ
プエコシステムの構築、地域との連携強化
を後押しします。
　式典の中で琉球銀行の島袋頭取は、
「OISTの研究者やスタートアップが地元企
業と繋がれば、その新しい価値が事業に進
化し、そこから新しい産業や雇用が育つと

いった好循環のサイクルが生まれます。私
たち琉球銀行は、地元金融機関としてこの
好循環サイクルの構築に積極的に貢献して
いきたいと考えています。今回の寄付は、
その第一歩にあたります。引き続き琉球銀
行は、OISTと緊密に協力をすることで産学
連携を推進し、OISTの研究成果等を広く地
域社会へ円滑に還元される仕組みづくり、
そして地元企業や若い世代が新しい挑戦を
始めやすい環境づくりを、推し進めていき
ます」と述べました。
　これに対し、OISTのグラノットマイヤー
首席副学長は、「OISTを信頼しご支援くだ

このビジョンを現実のものとするうえで極
めて重要な役割を果たします。OISTと地域
のパートナーをつなぐ架け橋として、双方
の発展を促す原動力となるでしょう」と謝
意を述べました。
　OISTは今後も、地域企業との連携を通じ
て、沖縄発のイノベーション創出と地域社
会への貢献を一層推進していきます。  

さった琉球銀行の皆さまに、心より深く感
謝申し上げます。OIST Innovationは、沖縄
から世界へ新たな価値を創造・発信するこ
とをビジョンに掲げています。この実現に
向けて、スタートアップ、行政、金融機関
の連携をさらに強化し、地域共創とイノ
ベーションのための強固な基盤づくりを目
指しています。琉球銀行からのご支援は、

壁で囲まれ、家屋は低く、内部は開放的な間
取りになっています。これにより、台風の強
風を防ぎながら、涼しい風をうまく取り込
むことができます。そして衣服には、芭蕉布
（ばしょうふ）が使われてきました。芭蕉布
の着物は、乾きやすくて涼しいだけでなく、

　夏になると高温多湿な気候が続く沖縄の
島々。現代ではエアコンが普及しています
が、歴史を通じて沖縄の人々は、どのように
して涼しく快適に暮らしてきたのでしょう
か。その答えの一つが、地域に根ざした建築
様式にあります。住居は厚い珊瑚や石灰岩の

もたらし、柔らかさ・丈夫さ・通気性を兼ね
備えた布地を生み出しているのかを詳しく
分析しました。「職人たちは、遅くとも16世
紀にはすでに芭蕉布を作るための直感的な
技術を築いていました」と、論文の著者であ
るOISTサイエンス・テクノロジー・グループ
の野村陽子博士は語ります。「今回の研究で
は、その“直感”が、現代の植物科学の視点か
ら理論的に裏付けられることを示すことが
できました」

硬いと言われるバナナの繊維から織られて
いるにもかかわらず、驚くほど柔らかいのが
特徴です。
　最近では、芭蕉布がどのようにして亜熱帯
の気候に適した織物となっているのかを明
らかにするため、科学者たちがこの伝統工芸
に注目しています。沖縄科学技術大学院大学
（OIST）の研究チームは、科学誌『Scientific 
Reports』に発表した論文の中で、芭蕉布の
素材と技法が繊維構造にどのような変化を

色合いを頼りに、できる繊維の違いを見分
けています」と、OISTイメージングセクショ
ンの小泉好司博士は説明します。上質な着
物を1着作るには、少なくとも200本の偽茎
から繊維を採取する必要があり、この作業
には熟練した技が求められます。「本研究に
よる画像解析により、ナハグ繊維はワーハ
繊維に比べて細胞壁が著しく薄いことが判
明しました。これは肉眼では確認できませ
んが、職人たちは葉鞘の触感と色合いに
よってできる糸を分別し、さらに緯糸用と
経糸用のナハグ繊維まで区別しているので
す」と小泉博士は説明します。

一本一本、層ごとに、工程ごとに品質を見極
める職人技
　芭蕉布づくりに欠かせないのが、イトバ
ショウ（学名：Musa balbisiana var. liuki-
uensis）です。特に3年目のイトバショウの
偽茎（葉鞘）部分が材料として使用されます。
この時期の偽茎では、中心部の繊維（ナハグ）
が柔らかく、着物用の織物に適した強度とし
なやかさを持っています。繊維は中心から外
側に向かうにつれて硬くなり、柔軟性が低下
します。外層側の葉鞘（ワーハ）は、インテリ
アの織物用として選別され、職人によって用
途に応じて使い分けられます。「職人たちは、
偽茎から繊維を分離する際、材料の手触りや

　芭蕉布の製作には、イトバショウの偽茎
から衣類へと加工するまでに、23の工程が
必要です。これらの工程を最適化するため
に、実験室技術の導入が一部で試みられて
きましたが、伝統的な方法と同等の品質を
達成した例はありません。研究チームは、各
加工工程が繊維に与える影響の記録、引張
強度の試験、そしてイメージングによる繊
維細胞の形態解析を通じて、芭蕉布の技術
を後世に継承するとともに、沖縄の気候に
適した独自の工芸品に関する将来の研究基
盤の構築を目指しています。
　「この技術を継承されている方々とは緊
密な関係を築いており、製造が非常に困難
な素材をご提供いただいたことに深く感謝
しています」と野村博士は述べています。
「芭蕉布からは学ぶべきことが多くありま
す。その繊維のハニカム構造は、水分を拡散
させることで汗を皮膚から効果的に遠ざ
け、涼しさを保つと考えられます。さらに、
製造工程と製品そのものが非常に持続可能
である点も見逃せません。これは文化的遺
産であると同時に、科学的にも興味深く，私
たちがその保存に貢献したいと考える理由
です」

※沖縄科学技術大学院大学のHPから
許可を得て転載した記事です。

～沖縄科学技術大学院大学の取り組みについて～

沖縄におけるイノベーションの促進と地域連携活動の強化に向けて

500年以上にわたり、沖縄の人々に涼しさと快適さをもたらしてきた芭蕉布。持続可能な
素材として注目が集まる中、最新の研究により、しなやかな繊維の科学的根拠が明らかに
なりました。

1. 琉球銀行がOISTに寄付金を贈呈

2025年11月10日、沖縄科学技術大学院大学（OIST）は、株式会社琉球銀行（以下、琉球銀行）よ
り、沖縄におけるイノベーション促進および地域連携活動の強化を目的とした寄付金300万円
の贈呈を受けました。贈呈式は琉球銀行本店で行われ、両機関の代表者が出席しました。
式には、琉球銀行から島袋健 頭取と比嘉一史 法人事業部部長、OISTからギル・グラノットマイ
ヤー 首席副学長（イノベーション及びアウトリーチ担当）兼副理事長、そしてリード・アレン・チ
ング 副学長（アドバンスメント担当）が出席しました。

新時代の教育研究を切り拓く
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を広く開き、社会とともに未来を創ることを
目指しています。今後は、海洋および関連分
野における地域・国内・国際的な研究機関、企
業、公共機関との共同研究プログラムを段階
的に受け入れていく予定です。また、学生や
インターン、若手研究者が実践的に学ぶ場と
して、次世代の海洋科学人材育成にも寄与し
ます。
　新施設は、延べ床面積711平方メートルの
地上1階建てで、海から直接海水を引き込み、
使用することができます。既存のマリン・サ
イエンス・ステーションの機能を拡張し、よ
り多様で精密な研究を可能にするために、
10の独立した実験室があり、それぞれで水
温などの環境条件を個別に調整できる設計
になっています。これにより、研究者は、自然
環境に近い条件下で高度な実験を行うこと

　OIST Sea neXusは、海洋研究を核に、研
究成果や知識を社会と共有するオープンサ
イエンス、そして産学官が連携して新たな価
値を生み出すオープンイノベーションを推
進する拠点として設立されました。科学の知

が可能です。大きな空間を複数の研究者で共
有していた既存の施設と比べ、研究内容に応
じてより柔軟かつ精密な実験を行うことが
可能になりました。サンゴ、魚類、頭足類（イ
カやタコなど）、微生物生態系、養殖技術、海
洋テクノロジーの開発など、幅広い研究テー
マに同時に対応できるのが大きな特徴です。

　また、地域や産学官の関係者が集い、対話
をするためのスペースも併設されており、交
流を通じて研究テーマの発展を促進する狙
いがあります。このスペースはワークショッ
プやアウトリーチ活動での利用も可能であ
り、Sea neXusの目的である連携強化の中
心となることが期待されています。

　OIST学長兼理事長のカリン・マルキデス
は、竣工式で次のように述べました。「OIST 
Sea neXus は、OISTが掲げる『地域と世界、
そして科学と社会をつなぐ』という理念を形
にしたものです。“nexus”という言葉には
『つながり』という意味があります。この施設
はそのつながりを象徴しています。世界中の
研究者と沖縄の海をつなぐ場所。科学的発見
と社会貢献をつなぐ場所。そして現在と未来
をつなぐ場所です。ここでは分野を越えて研
究者たちが協力し、海への理解をさらに深め
ていくでしょう。その成果が、沖縄に、そして
世界に、確かな恩恵をもたらすことを期待し
ています」　
　施設の責任者である海洋科学セクション 
リサーチサポートリーダーのシャノン・マク
マホン博士は、今後の展望について次のよう
に語りました。「私たちの長期的なビジョン
は、Sea neXusを単なる『施設』ではなく、人
とアイデア、そして解決策をつなぐ拠点とし
て、沖縄から世界へ広がる協働の中心に育て
ていくことです。新しい施設は、サンゴ礁の
保全、持続可能な資源利用、地域の暮らしの
未来など、沖縄にとって重要なテーマにより
幅広く取り組む力を与えてくれます。ここか
ら生まれる発見や出会い、そして新たな可能
性を心から楽しみにしています」
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昔の職人たちは、現代のような精密な道具や科学的な知識を持っていなかったかもしれません。
それでも彼らの作るものは、時代を超えて色あせることなく、今なお私たちの暮らしに息づいて
います。近年では、持続可能な建築や素材、織物のヒントを得るために、研究者や技術者がこうし
た伝統工芸に改めて注目するようになっています。
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使用することができます。既存のマリン・サ
イエンス・ステーションの機能を拡張し、よ
り多様で精密な研究を可能にするために、
10の独立した実験室があり、それぞれで水
温などの環境条件を個別に調整できる設計
になっています。これにより、研究者は、自然
環境に近い条件下で高度な実験を行うこと

　OIST Sea neXusは、海洋研究を核に、研
究成果や知識を社会と共有するオープンサ
イエンス、そして産学官が連携して新たな価
値を生み出すオープンイノベーションを推
進する拠点として設立されました。科学の知

芭蕉布の繊維は、沖縄のイトバショウというバショウ植物（バナナの一種）から採取される。右下の写真は、右上の写真の白枠部分を拡大
したもの。矢頭は、手作業で結ばれた織り糸の結び目を示している。綿織物とは異なり、芭蕉布では職人が繊維の端と端を一つひとつ手作
業で結んでいく。一枚の着物生地には、2万2000回もの結び目が施されている。右上写真のスケールバーは10ミリ、右下は1ミリ。
Ⓒ 小泉好司

が可能です。大きな空間を複数の研究者で共
有していた既存の施設と比べ、研究内容に応
じてより柔軟かつ精密な実験を行うことが
可能になりました。サンゴ、魚類、頭足類（イ
カやタコなど）、微生物生態系、養殖技術、海
洋テクノロジーの開発など、幅広い研究テー
マに同時に対応できるのが大きな特徴です。

　また、地域や産学官の関係者が集い、対話
をするためのスペースも併設されており、交
流を通じて研究テーマの発展を促進する狙
いがあります。このスペースはワークショッ
プやアウトリーチ活動での利用も可能であ
り、Sea neXusの目的である連携強化の中
心となることが期待されています。

　OIST学長兼理事長のカリン・マルキデス
は、竣工式で次のように述べました。「OIST 
Sea neXus は、OISTが掲げる『地域と世界、
そして科学と社会をつなぐ』という理念を形
にしたものです。“nexus”という言葉には
『つながり』という意味があります。この施設
はそのつながりを象徴しています。世界中の
研究者と沖縄の海をつなぐ場所。科学的発見
と社会貢献をつなぐ場所。そして現在と未来
をつなぐ場所です。ここでは分野を越えて研
究者たちが協力し、海への理解をさらに深め
ていくでしょう。その成果が、沖縄に、そして
世界に、確かな恩恵をもたらすことを期待し
ています」　
　施設の責任者である海洋科学セクション 
リサーチサポートリーダーのシャノン・マク
マホン博士は、今後の展望について次のよう
に語りました。「私たちの長期的なビジョン
は、Sea neXusを単なる『施設』ではなく、人
とアイデア、そして解決策をつなぐ拠点とし
て、沖縄から世界へ広がる協働の中心に育て
ていくことです。新しい施設は、サンゴ礁の
保全、持続可能な資源利用、地域の暮らしの
未来など、沖縄にとって重要なテーマにより
幅広く取り組む力を与えてくれます。ここか
ら生まれる発見や出会い、そして新たな可能
性を心から楽しみにしています」

壁で囲まれ、家屋は低く、内部は開放的な間
取りになっています。これにより、台風の強
風を防ぎながら、涼しい風をうまく取り込
むことができます。そして衣服には、芭蕉布
（ばしょうふ）が使われてきました。芭蕉布
の着物は、乾きやすくて涼しいだけでなく、

　夏になると高温多湿な気候が続く沖縄の
島々。現代ではエアコンが普及しています
が、歴史を通じて沖縄の人々は、どのように
して涼しく快適に暮らしてきたのでしょう
か。その答えの一つが、地域に根ざした建築
様式にあります。住居は厚い珊瑚や石灰岩の

もたらし、柔らかさ・丈夫さ・通気性を兼ね
備えた布地を生み出しているのかを詳しく
分析しました。「職人たちは、遅くとも16世
紀にはすでに芭蕉布を作るための直感的な
技術を築いていました」と、論文の著者であ
るOISTサイエンス・テクノロジー・グループ
の野村陽子博士は語ります。「今回の研究で
は、その“直感”が、現代の植物科学の視点か
ら理論的に裏付けられることを示すことが
できました」

硬いと言われるバナナの繊維から織られて
いるにもかかわらず、驚くほど柔らかいのが
特徴です。
　最近では、芭蕉布がどのようにして亜熱帯
の気候に適した織物となっているのかを明
らかにするため、科学者たちがこの伝統工芸
に注目しています。沖縄科学技術大学院大学
（OIST）の研究チームは、科学誌『Scientific 
Reports』に発表した論文の中で、芭蕉布の
素材と技法が繊維構造にどのような変化を

色合いを頼りに、できる繊維の違いを見分
けています」と、OISTイメージングセクショ
ンの小泉好司博士は説明します。上質な着
物を1着作るには、少なくとも200本の偽茎
から繊維を採取する必要があり、この作業
には熟練した技が求められます。「本研究に
よる画像解析により、ナハグ繊維はワーハ
繊維に比べて細胞壁が著しく薄いことが判
明しました。これは肉眼では確認できませ
んが、職人たちは葉鞘の触感と色合いに
よってできる糸を分別し、さらに緯糸用と
経糸用のナハグ繊維まで区別しているので
す」と小泉博士は説明します。

一本一本、層ごとに、工程ごとに品質を見極
める職人技
　芭蕉布づくりに欠かせないのが、イトバ
ショウ（学名：Musa balbisiana var. liuki-
uensis）です。特に3年目のイトバショウの
偽茎（葉鞘）部分が材料として使用されます。
この時期の偽茎では、中心部の繊維（ナハグ）
が柔らかく、着物用の織物に適した強度とし
なやかさを持っています。繊維は中心から外
側に向かうにつれて硬くなり、柔軟性が低下
します。外層側の葉鞘（ワーハ）は、インテリ
アの織物用として選別され、職人によって用
途に応じて使い分けられます。「職人たちは、
偽茎から繊維を分離する際、材料の手触りや

　芭蕉布の製作には、イトバショウの偽茎
から衣類へと加工するまでに、23の工程が
必要です。これらの工程を最適化するため
に、実験室技術の導入が一部で試みられて
きましたが、伝統的な方法と同等の品質を
達成した例はありません。研究チームは、各
加工工程が繊維に与える影響の記録、引張
強度の試験、そしてイメージングによる繊
維細胞の形態解析を通じて、芭蕉布の技術
を後世に継承するとともに、沖縄の気候に
適した独自の工芸品に関する将来の研究基
盤の構築を目指しています。
　「この技術を継承されている方々とは緊
密な関係を築いており、製造が非常に困難
な素材をご提供いただいたことに深く感謝
しています」と野村博士は述べています。
「芭蕉布からは学ぶべきことが多くありま
す。その繊維のハニカム構造は、水分を拡散
させることで汗を皮膚から効果的に遠ざ
け、涼しさを保つと考えられます。さらに、
製造工程と製品そのものが非常に持続可能
である点も見逃せません。これは文化的遺
産であると同時に、科学的にも興味深く，私
たちがその保存に貢献したいと考える理由
です」

芭蕉布繊維の画像解析。上の写真は イトバショウの 偽茎の断
面を示しており、 繊維が採取される層が確認できる。 a)は四
つに分類した芭蕉布繊維の写真。最も強靭な「ワーハ」はイン
テリア用の織物に、最も柔らかな「ナハグ」は着物に使用され
る。ナハグはさらに「ヌキ」と「ハシ」に分類され、それぞれ
緯糸と経糸として織物に用いられる。 

b-g) は繊維の断面図を同じ順序で示している（b: ワーハ、c: ナ
ハウ、d, e: ナハグ・ヌキ、f, g: ナハグ・ハシ）。各繊維を特徴
付ける細胞壁の厚さの差異が確認できる。繊維のハニカム構造
は、水分の拡散を促し、汗を皮膚から遠ざけることで体を涼し
く保つ役割を果たすと考えられる。 

h-k) は染色顕微鏡画像に基づく3D投影像を示している。加工
過程で蓄積された残留物（矢印）が一部に見られるが、より細
いナハグ繊維（k）ではこの残留物は確認されない。 

l-s) は繊維表面の走査型電子顕微鏡（SEM）画像を示す。上段
のスケールバーは100μm、下段のバーは10μmとなる倍率で
撮影されている。ナハグ繊維は、他の繊維に比べて表面が滑ら
かであることが確認できる。 
Ⓒ 小泉、他（2025年）
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を広く開き、社会とともに未来を創ることを
目指しています。今後は、海洋および関連分
野における地域・国内・国際的な研究機関、企
業、公共機関との共同研究プログラムを段階
的に受け入れていく予定です。また、学生や
インターン、若手研究者が実践的に学ぶ場と
して、次世代の海洋科学人材育成にも寄与し
ます。
　新施設は、延べ床面積711平方メートルの
地上1階建てで、海から直接海水を引き込み、
使用することができます。既存のマリン・サ
イエンス・ステーションの機能を拡張し、よ
り多様で精密な研究を可能にするために、
10の独立した実験室があり、それぞれで水
温などの環境条件を個別に調整できる設計
になっています。これにより、研究者は、自然
環境に近い条件下で高度な実験を行うこと

　OIST Sea neXusは、海洋研究を核に、研
究成果や知識を社会と共有するオープンサ
イエンス、そして産学官が連携して新たな価
値を生み出すオープンイノベーションを推
進する拠点として設立されました。科学の知

芭蕉布の繊維は、沖縄のイトバショウというバショウ植物（バナナの一種）から採取される。右下の写真は、右上の写真の白枠部分を拡大
したもの。矢頭は、手作業で結ばれた織り糸の結び目を示している。綿織物とは異なり、芭蕉布では職人が繊維の端と端を一つひとつ手作
業で結んでいく。一枚の着物生地には、2万2000回もの結び目が施されている。右上写真のスケールバーは10ミリ、右下は1ミリ。
Ⓒ 小泉好司

が可能です。大きな空間を複数の研究者で共
有していた既存の施設と比べ、研究内容に応
じてより柔軟かつ精密な実験を行うことが
可能になりました。サンゴ、魚類、頭足類（イ
カやタコなど）、微生物生態系、養殖技術、海
洋テクノロジーの開発など、幅広い研究テー
マに同時に対応できるのが大きな特徴です。

　また、地域や産学官の関係者が集い、対話
をするためのスペースも併設されており、交
流を通じて研究テーマの発展を促進する狙
いがあります。このスペースはワークショッ
プやアウトリーチ活動での利用も可能であ
り、Sea neXusの目的である連携強化の中
心となることが期待されています。

　OIST学長兼理事長のカリン・マルキデス
は、竣工式で次のように述べました。「OIST 
Sea neXus は、OISTが掲げる『地域と世界、
そして科学と社会をつなぐ』という理念を形
にしたものです。“nexus”という言葉には
『つながり』という意味があります。この施設
はそのつながりを象徴しています。世界中の
研究者と沖縄の海をつなぐ場所。科学的発見
と社会貢献をつなぐ場所。そして現在と未来
をつなぐ場所です。ここでは分野を越えて研
究者たちが協力し、海への理解をさらに深め
ていくでしょう。その成果が、沖縄に、そして
世界に、確かな恩恵をもたらすことを期待し
ています」　
　施設の責任者である海洋科学セクション 
リサーチサポートリーダーのシャノン・マク
マホン博士は、今後の展望について次のよう
に語りました。「私たちの長期的なビジョン
は、Sea neXusを単なる『施設』ではなく、人
とアイデア、そして解決策をつなぐ拠点とし
て、沖縄から世界へ広がる協働の中心に育て
ていくことです。新しい施設は、サンゴ礁の
保全、持続可能な資源利用、地域の暮らしの
未来など、沖縄にとって重要なテーマにより
幅広く取り組む力を与えてくれます。ここか
ら生まれる発見や出会い、そして新たな可能
性を心から楽しみにしています」

壁で囲まれ、家屋は低く、内部は開放的な間
取りになっています。これにより、台風の強
風を防ぎながら、涼しい風をうまく取り込
むことができます。そして衣服には、芭蕉布
（ばしょうふ）が使われてきました。芭蕉布
の着物は、乾きやすくて涼しいだけでなく、

　夏になると高温多湿な気候が続く沖縄の
島々。現代ではエアコンが普及しています
が、歴史を通じて沖縄の人々は、どのように
して涼しく快適に暮らしてきたのでしょう
か。その答えの一つが、地域に根ざした建築
様式にあります。住居は厚い珊瑚や石灰岩の

もたらし、柔らかさ・丈夫さ・通気性を兼ね
備えた布地を生み出しているのかを詳しく
分析しました。「職人たちは、遅くとも16世
紀にはすでに芭蕉布を作るための直感的な
技術を築いていました」と、論文の著者であ
るOISTサイエンス・テクノロジー・グループ
の野村陽子博士は語ります。「今回の研究で
は、その“直感”が、現代の植物科学の視点か
ら理論的に裏付けられることを示すことが
できました」

硬いと言われるバナナの繊維から織られて
いるにもかかわらず、驚くほど柔らかいのが
特徴です。
　最近では、芭蕉布がどのようにして亜熱帯
の気候に適した織物となっているのかを明
らかにするため、科学者たちがこの伝統工芸
に注目しています。沖縄科学技術大学院大学
（OIST）の研究チームは、科学誌『Scientific 
Reports』に発表した論文の中で、芭蕉布の
素材と技法が繊維構造にどのような変化を

色合いを頼りに、できる繊維の違いを見分
けています」と、OISTイメージングセクショ
ンの小泉好司博士は説明します。上質な着
物を1着作るには、少なくとも200本の偽茎
から繊維を採取する必要があり、この作業
には熟練した技が求められます。「本研究に
よる画像解析により、ナハグ繊維はワーハ
繊維に比べて細胞壁が著しく薄いことが判
明しました。これは肉眼では確認できませ
んが、職人たちは葉鞘の触感と色合いに
よってできる糸を分別し、さらに緯糸用と
経糸用のナハグ繊維まで区別しているので
す」と小泉博士は説明します。

一本一本、層ごとに、工程ごとに品質を見極
める職人技
　芭蕉布づくりに欠かせないのが、イトバ
ショウ（学名：Musa balbisiana var. liuki-
uensis）です。特に3年目のイトバショウの
偽茎（葉鞘）部分が材料として使用されます。
この時期の偽茎では、中心部の繊維（ナハグ）
が柔らかく、着物用の織物に適した強度とし
なやかさを持っています。繊維は中心から外
側に向かうにつれて硬くなり、柔軟性が低下
します。外層側の葉鞘（ワーハ）は、インテリ
アの織物用として選別され、職人によって用
途に応じて使い分けられます。「職人たちは、
偽茎から繊維を分離する際、材料の手触りや

　芭蕉布の製作には、イトバショウの偽茎
から衣類へと加工するまでに、23の工程が
必要です。これらの工程を最適化するため
に、実験室技術の導入が一部で試みられて
きましたが、伝統的な方法と同等の品質を
達成した例はありません。研究チームは、各
加工工程が繊維に与える影響の記録、引張
強度の試験、そしてイメージングによる繊
維細胞の形態解析を通じて、芭蕉布の技術
を後世に継承するとともに、沖縄の気候に
適した独自の工芸品に関する将来の研究基
盤の構築を目指しています。
　「この技術を継承されている方々とは緊
密な関係を築いており、製造が非常に困難
な素材をご提供いただいたことに深く感謝
しています」と野村博士は述べています。
「芭蕉布からは学ぶべきことが多くありま
す。その繊維のハニカム構造は、水分を拡散
させることで汗を皮膚から効果的に遠ざ
け、涼しさを保つと考えられます。さらに、
製造工程と製品そのものが非常に持続可能
である点も見逃せません。これは文化的遺
産であると同時に、科学的にも興味深く，私
たちがその保存に貢献したいと考える理由
です」

芭蕉布繊維の画像解析。上の写真は イトバショウの 偽茎の断
面を示しており、 繊維が採取される層が確認できる。 a)は四
つに分類した芭蕉布繊維の写真。最も強靭な「ワーハ」はイン
テリア用の織物に、最も柔らかな「ナハグ」は着物に使用され
る。ナハグはさらに「ヌキ」と「ハシ」に分類され、それぞれ
緯糸と経糸として織物に用いられる。 

b-g) は繊維の断面図を同じ順序で示している（b: ワーハ、c: ナ
ハウ、d, e: ナハグ・ヌキ、f, g: ナハグ・ハシ）。各繊維を特徴
付ける細胞壁の厚さの差異が確認できる。繊維のハニカム構造
は、水分の拡散を促し、汗を皮膚から遠ざけることで体を涼し
く保つ役割を果たすと考えられる。 

h-k) は染色顕微鏡画像に基づく3D投影像を示している。加工
過程で蓄積された残留物（矢印）が一部に見られるが、より細
いナハグ繊維（k）ではこの残留物は確認されない。 

l-s) は繊維表面の走査型電子顕微鏡（SEM）画像を示す。上段
のスケールバーは100μm、下段のバーは10μmとなる倍率で
撮影されている。ナハグ繊維は、他の繊維に比べて表面が滑ら
かであることが確認できる。 
Ⓒ 小泉、他（2025年）
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を広く開き、社会とともに未来を創ることを
目指しています。今後は、海洋および関連分
野における地域・国内・国際的な研究機関、企
業、公共機関との共同研究プログラムを段階
的に受け入れていく予定です。また、学生や
インターン、若手研究者が実践的に学ぶ場と
して、次世代の海洋科学人材育成にも寄与し
ます。
　新施設は、延べ床面積711平方メートルの
地上1階建てで、海から直接海水を引き込み、
使用することができます。既存のマリン・サ
イエンス・ステーションの機能を拡張し、よ
り多様で精密な研究を可能にするために、
10の独立した実験室があり、それぞれで水
温などの環境条件を個別に調整できる設計
になっています。これにより、研究者は、自然
環境に近い条件下で高度な実験を行うこと

　OIST Sea neXusは、海洋研究を核に、研
究成果や知識を社会と共有するオープンサ
イエンス、そして産学官が連携して新たな価
値を生み出すオープンイノベーションを推
進する拠点として設立されました。科学の知

が可能です。大きな空間を複数の研究者で共
有していた既存の施設と比べ、研究内容に応
じてより柔軟かつ精密な実験を行うことが
可能になりました。サンゴ、魚類、頭足類（イ
カやタコなど）、微生物生態系、養殖技術、海
洋テクノロジーの開発など、幅広い研究テー
マに同時に対応できるのが大きな特徴です。

　また、地域や産学官の関係者が集い、対話
をするためのスペースも併設されており、交
流を通じて研究テーマの発展を促進する狙
いがあります。このスペースはワークショッ
プやアウトリーチ活動での利用も可能であ
り、Sea neXusの目的である連携強化の中
心となることが期待されています。

　OIST学長兼理事長のカリン・マルキデス
は、竣工式で次のように述べました。「OIST 
Sea neXus は、OISTが掲げる『地域と世界、
そして科学と社会をつなぐ』という理念を形
にしたものです。“nexus”という言葉には
『つながり』という意味があります。この施設
はそのつながりを象徴しています。世界中の
研究者と沖縄の海をつなぐ場所。科学的発見
と社会貢献をつなぐ場所。そして現在と未来
をつなぐ場所です。ここでは分野を越えて研
究者たちが協力し、海への理解をさらに深め
ていくでしょう。その成果が、沖縄に、そして
世界に、確かな恩恵をもたらすことを期待し
ています」　
　施設の責任者である海洋科学セクション 
リサーチサポートリーダーのシャノン・マク
マホン博士は、今後の展望について次のよう
に語りました。「私たちの長期的なビジョン
は、Sea neXusを単なる『施設』ではなく、人
とアイデア、そして解決策をつなぐ拠点とし
て、沖縄から世界へ広がる協働の中心に育て
ていくことです。新しい施設は、サンゴ礁の
保全、持続可能な資源利用、地域の暮らしの
未来など、沖縄にとって重要なテーマにより
幅広く取り組む力を与えてくれます。ここか
ら生まれる発見や出会い、そして新たな可能
性を心から楽しみにしています」

壁で囲まれ、家屋は低く、内部は開放的な間
取りになっています。これにより、台風の強
風を防ぎながら、涼しい風をうまく取り込
むことができます。そして衣服には、芭蕉布
（ばしょうふ）が使われてきました。芭蕉布
の着物は、乾きやすくて涼しいだけでなく、

　夏になると高温多湿な気候が続く沖縄の
島々。現代ではエアコンが普及しています
が、歴史を通じて沖縄の人々は、どのように
して涼しく快適に暮らしてきたのでしょう
か。その答えの一つが、地域に根ざした建築
様式にあります。住居は厚い珊瑚や石灰岩の

もたらし、柔らかさ・丈夫さ・通気性を兼ね
備えた布地を生み出しているのかを詳しく
分析しました。「職人たちは、遅くとも16世
紀にはすでに芭蕉布を作るための直感的な
技術を築いていました」と、論文の著者であ
るOISTサイエンス・テクノロジー・グループ
の野村陽子博士は語ります。「今回の研究で
は、その“直感”が、現代の植物科学の視点か
ら理論的に裏付けられることを示すことが
できました」

硬いと言われるバナナの繊維から織られて
いるにもかかわらず、驚くほど柔らかいのが
特徴です。
　最近では、芭蕉布がどのようにして亜熱帯
の気候に適した織物となっているのかを明
らかにするため、科学者たちがこの伝統工芸
に注目しています。沖縄科学技術大学院大学
（OIST）の研究チームは、科学誌『Scientific 
Reports』に発表した論文の中で、芭蕉布の
素材と技法が繊維構造にどのような変化を

色合いを頼りに、できる繊維の違いを見分
けています」と、OISTイメージングセクショ
ンの小泉好司博士は説明します。上質な着
物を1着作るには、少なくとも200本の偽茎
から繊維を採取する必要があり、この作業
には熟練した技が求められます。「本研究に
よる画像解析により、ナハグ繊維はワーハ
繊維に比べて細胞壁が著しく薄いことが判
明しました。これは肉眼では確認できませ
んが、職人たちは葉鞘の触感と色合いに
よってできる糸を分別し、さらに緯糸用と
経糸用のナハグ繊維まで区別しているので
す」と小泉博士は説明します。

一本一本、層ごとに、工程ごとに品質を見極
める職人技
　芭蕉布づくりに欠かせないのが、イトバ
ショウ（学名：Musa balbisiana var. liuki-
uensis）です。特に3年目のイトバショウの
偽茎（葉鞘）部分が材料として使用されます。
この時期の偽茎では、中心部の繊維（ナハグ）
が柔らかく、着物用の織物に適した強度とし
なやかさを持っています。繊維は中心から外
側に向かうにつれて硬くなり、柔軟性が低下
します。外層側の葉鞘（ワーハ）は、インテリ
アの織物用として選別され、職人によって用
途に応じて使い分けられます。「職人たちは、
偽茎から繊維を分離する際、材料の手触りや

　芭蕉布の製作には、イトバショウの偽茎
から衣類へと加工するまでに、23の工程が
必要です。これらの工程を最適化するため
に、実験室技術の導入が一部で試みられて
きましたが、伝統的な方法と同等の品質を
達成した例はありません。研究チームは、各
加工工程が繊維に与える影響の記録、引張
強度の試験、そしてイメージングによる繊
維細胞の形態解析を通じて、芭蕉布の技術
を後世に継承するとともに、沖縄の気候に
適した独自の工芸品に関する将来の研究基
盤の構築を目指しています。
　「この技術を継承されている方々とは緊
密な関係を築いており、製造が非常に困難
な素材をご提供いただいたことに深く感謝
しています」と野村博士は述べています。
「芭蕉布からは学ぶべきことが多くありま
す。その繊維のハニカム構造は、水分を拡散
させることで汗を皮膚から効果的に遠ざ
け、涼しさを保つと考えられます。さらに、
製造工程と製品そのものが非常に持続可能
である点も見逃せません。これは文化的遺
産であると同時に、科学的にも興味深く，私
たちがその保存に貢献したいと考える理由
です」

式典でテープカットに参加する関係者ら（左から）OISTエイ
ミー・シェン プロボスト、内閣府 沖縄振興局 沖縄科学技術大
学院大学室 森下之博 室長、OIST カリン・マルキデス 学長兼
理事長 、恩納村 長浜善巳 村長、恩納村漁業協同組合 金城治樹 
代表理事組合長、文部科学省 科学技術・学術政策局 産業連
携・地域振興課 拠点形成・地域振興室 平野博紀 室長、沖縄県 
企画部 山里永悟 企画振興統括監　写真提供：OIST

施設の見学ツアーも行われた。新たな施設には10の独立した
実験室があり、それぞれで水温などの環境条件を個別に調整で
きる。　写真提供：OIST

広く明るく開かれたスペース。交流や対話を生み出す場として
の活用が期待されている。　写真提供：OIST

OISTでは下記のとおり一般見学の受け入れを行っております。
・自由見学－予約不要、毎日9時－17時
・ガイド付き見学－要予約・先着順、平日のみ
詳しくはHPの見学ページ（https://www.oist.
jp/ja/guided-campus-tour）をご覧ください。

見学ページ

地域と世界をつなぐ海洋研究の新拠点が誕生しました

3. 新たな臨海実験施設「OIST Sea neXus」が完成

沖縄科学技術大学院大学（OIST）は、沖縄県恩納村の瀬良垣漁港内に新たな海洋科学研究・交流
拠点「OIST Sea neXus（シー・ネクサス）」を開設しました。本施設は、文部科学省の「地域中核・
特色ある研究大学による産学官連携・共同研究の施設整備事業」の支援を受けて整備されたも
ので、既存の臨海実験施設「マリン・サイエンス・ステーション」に隣接して建設されました。11
月5日に行われた竣工式には、OIST関係者をはじめ、恩納村や地元漁業協同組合、連携機関の代
表者などが出席し、新たな研究拠点の誕生を祝いました。
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を広く開き、社会とともに未来を創ることを
目指しています。今後は、海洋および関連分
野における地域・国内・国際的な研究機関、企
業、公共機関との共同研究プログラムを段階
的に受け入れていく予定です。また、学生や
インターン、若手研究者が実践的に学ぶ場と
して、次世代の海洋科学人材育成にも寄与し
ます。
　新施設は、延べ床面積711平方メートルの
地上1階建てで、海から直接海水を引き込み、
使用することができます。既存のマリン・サ
イエンス・ステーションの機能を拡張し、よ
り多様で精密な研究を可能にするために、
10の独立した実験室があり、それぞれで水
温などの環境条件を個別に調整できる設計
になっています。これにより、研究者は、自然
環境に近い条件下で高度な実験を行うこと

　OIST Sea neXusは、海洋研究を核に、研
究成果や知識を社会と共有するオープンサ
イエンス、そして産学官が連携して新たな価
値を生み出すオープンイノベーションを推
進する拠点として設立されました。科学の知

が可能です。大きな空間を複数の研究者で共
有していた既存の施設と比べ、研究内容に応
じてより柔軟かつ精密な実験を行うことが
可能になりました。サンゴ、魚類、頭足類（イ
カやタコなど）、微生物生態系、養殖技術、海
洋テクノロジーの開発など、幅広い研究テー
マに同時に対応できるのが大きな特徴です。

　また、地域や産学官の関係者が集い、対話
をするためのスペースも併設されており、交
流を通じて研究テーマの発展を促進する狙
いがあります。このスペースはワークショッ
プやアウトリーチ活動での利用も可能であ
り、Sea neXusの目的である連携強化の中
心となることが期待されています。

　OIST学長兼理事長のカリン・マルキデス
は、竣工式で次のように述べました。「OIST 
Sea neXus は、OISTが掲げる『地域と世界、
そして科学と社会をつなぐ』という理念を形
にしたものです。“nexus”という言葉には
『つながり』という意味があります。この施設
はそのつながりを象徴しています。世界中の
研究者と沖縄の海をつなぐ場所。科学的発見
と社会貢献をつなぐ場所。そして現在と未来
をつなぐ場所です。ここでは分野を越えて研
究者たちが協力し、海への理解をさらに深め
ていくでしょう。その成果が、沖縄に、そして
世界に、確かな恩恵をもたらすことを期待し
ています」　
　施設の責任者である海洋科学セクション 
リサーチサポートリーダーのシャノン・マク
マホン博士は、今後の展望について次のよう
に語りました。「私たちの長期的なビジョン
は、Sea neXusを単なる『施設』ではなく、人
とアイデア、そして解決策をつなぐ拠点とし
て、沖縄から世界へ広がる協働の中心に育て
ていくことです。新しい施設は、サンゴ礁の
保全、持続可能な資源利用、地域の暮らしの
未来など、沖縄にとって重要なテーマにより
幅広く取り組む力を与えてくれます。ここか
ら生まれる発見や出会い、そして新たな可能
性を心から楽しみにしています」

壁で囲まれ、家屋は低く、内部は開放的な間
取りになっています。これにより、台風の強
風を防ぎながら、涼しい風をうまく取り込
むことができます。そして衣服には、芭蕉布
（ばしょうふ）が使われてきました。芭蕉布
の着物は、乾きやすくて涼しいだけでなく、

　夏になると高温多湿な気候が続く沖縄の
島々。現代ではエアコンが普及しています
が、歴史を通じて沖縄の人々は、どのように
して涼しく快適に暮らしてきたのでしょう
か。その答えの一つが、地域に根ざした建築
様式にあります。住居は厚い珊瑚や石灰岩の

もたらし、柔らかさ・丈夫さ・通気性を兼ね
備えた布地を生み出しているのかを詳しく
分析しました。「職人たちは、遅くとも16世
紀にはすでに芭蕉布を作るための直感的な
技術を築いていました」と、論文の著者であ
るOISTサイエンス・テクノロジー・グループ
の野村陽子博士は語ります。「今回の研究で
は、その“直感”が、現代の植物科学の視点か
ら理論的に裏付けられることを示すことが
できました」

硬いと言われるバナナの繊維から織られて
いるにもかかわらず、驚くほど柔らかいのが
特徴です。
　最近では、芭蕉布がどのようにして亜熱帯
の気候に適した織物となっているのかを明
らかにするため、科学者たちがこの伝統工芸
に注目しています。沖縄科学技術大学院大学
（OIST）の研究チームは、科学誌『Scientific 
Reports』に発表した論文の中で、芭蕉布の
素材と技法が繊維構造にどのような変化を

色合いを頼りに、できる繊維の違いを見分
けています」と、OISTイメージングセクショ
ンの小泉好司博士は説明します。上質な着
物を1着作るには、少なくとも200本の偽茎
から繊維を採取する必要があり、この作業
には熟練した技が求められます。「本研究に
よる画像解析により、ナハグ繊維はワーハ
繊維に比べて細胞壁が著しく薄いことが判
明しました。これは肉眼では確認できませ
んが、職人たちは葉鞘の触感と色合いに
よってできる糸を分別し、さらに緯糸用と
経糸用のナハグ繊維まで区別しているので
す」と小泉博士は説明します。

一本一本、層ごとに、工程ごとに品質を見極
める職人技
　芭蕉布づくりに欠かせないのが、イトバ
ショウ（学名：Musa balbisiana var. liuki-
uensis）です。特に3年目のイトバショウの
偽茎（葉鞘）部分が材料として使用されます。
この時期の偽茎では、中心部の繊維（ナハグ）
が柔らかく、着物用の織物に適した強度とし
なやかさを持っています。繊維は中心から外
側に向かうにつれて硬くなり、柔軟性が低下
します。外層側の葉鞘（ワーハ）は、インテリ
アの織物用として選別され、職人によって用
途に応じて使い分けられます。「職人たちは、
偽茎から繊維を分離する際、材料の手触りや

　芭蕉布の製作には、イトバショウの偽茎
から衣類へと加工するまでに、23の工程が
必要です。これらの工程を最適化するため
に、実験室技術の導入が一部で試みられて
きましたが、伝統的な方法と同等の品質を
達成した例はありません。研究チームは、各
加工工程が繊維に与える影響の記録、引張
強度の試験、そしてイメージングによる繊
維細胞の形態解析を通じて、芭蕉布の技術
を後世に継承するとともに、沖縄の気候に
適した独自の工芸品に関する将来の研究基
盤の構築を目指しています。
　「この技術を継承されている方々とは緊
密な関係を築いており、製造が非常に困難
な素材をご提供いただいたことに深く感謝
しています」と野村博士は述べています。
「芭蕉布からは学ぶべきことが多くありま
す。その繊維のハニカム構造は、水分を拡散
させることで汗を皮膚から効果的に遠ざ
け、涼しさを保つと考えられます。さらに、
製造工程と製品そのものが非常に持続可能
である点も見逃せません。これは文化的遺
産であると同時に、科学的にも興味深く，私
たちがその保存に貢献したいと考える理由
です」

式典でテープカットに参加する関係者ら（左から）OISTエイ
ミー・シェン プロボスト、内閣府 沖縄振興局 沖縄科学技術大
学院大学室 森下之博 室長、OIST カリン・マルキデス 学長兼
理事長 、恩納村 長浜善巳 村長、恩納村漁業協同組合 金城治樹 
代表理事組合長、文部科学省 科学技術・学術政策局 産業連
携・地域振興課 拠点形成・地域振興室 平野博紀 室長、沖縄県 
企画部 山里永悟 企画振興統括監　写真提供：OIST

施設の見学ツアーも行われた。新たな施設には10の独立した
実験室があり、それぞれで水温などの環境条件を個別に調整で
きる。　写真提供：OIST

広く明るく開かれたスペース。交流や対話を生み出す場として
の活用が期待されている。　写真提供：OIST

OISTでは下記のとおり一般見学の受け入れを行っております。
・自由見学－予約不要、毎日9時－17時
・ガイド付き見学－要予約・先着順、平日のみ
詳しくはHPの見学ページ（https://www.oist.
jp/ja/guided-campus-tour）をご覧ください。

見学ページ

地域と世界をつなぐ海洋研究の新拠点が誕生しました

3. 新たな臨海実験施設「OIST Sea neXus」が完成

沖縄科学技術大学院大学（OIST）は、沖縄県恩納村の瀬良垣漁港内に新たな海洋科学研究・交流
拠点「OIST Sea neXus（シー・ネクサス）」を開設しました。本施設は、文部科学省の「地域中核・
特色ある研究大学による産学官連携・共同研究の施設整備事業」の支援を受けて整備されたも
ので、既存の臨海実験施設「マリン・サイエンス・ステーション」に隣接して建設されました。11
月5日に行われた竣工式には、OIST関係者をはじめ、恩納村や地元漁業協同組合、連携機関の代
表者などが出席し、新たな研究拠点の誕生を祝いました。
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行政情報

　 内閣府沖縄総合事務局経済産業部では、沖縄
県商工労働部との共同事務局により、経済産業
省「J-Startup」 の 地 域 展 開 と し て、「J-Startup 
OKINAWA」を創設し、地域のスタートアップエ
コシステムの強化に向けて取り組んでいます。
　この度、「J-Startup OKINAWA」では、沖縄から
全国・世界へはばたく有望なスタートアップ企業 5
社を、新たに「J-Startup OKINAWA」企業として選
定し、11 月 13 日 ( 木 ) に、ResorTech EXPO 2025 
in Okinawa 会場内において、お披露目しました。

　お披露目式では、沖縄県商工労働部長から挨
拶があり、その後、内閣府沖縄総合事務局経済
産業部長から、選定証の授与を行いました。
　後半では、5 社から社会課題や事業内容など、
それぞれの取組についてピッチをしていただき
ました。県内のスタートアップ企業の参考とな
る事例の紹介に、事業者や支援機関等の参加者
が興味深く話を聞いていました。
　今後、J-Startup OKINAWA の選定企業の飛躍
的な成長を目指し、公的機関と民間企業が連携
して集中支援を実施し、サポートしていきます。
　また、事務局では、協力してスタートアッ
プ支援を宣言いただける関係機関「J-Startup 
OKINAWA サポーターズ」を募集しています。
県内スタートアップの成長を一緒に支援してい
きましょう！

J-Startup OKINAWA とは
沖縄地域から有望なスタートアップを選定

し、公的機関と民間企業が連携して集中支援を
実施することで、選定企業の飛躍的な成長をサ
ポートしていきます。

また、沖縄発の有望なスタートアップ企業群
を明らかにし、地域ぐるみで起業家を応援・支
援する仕組みを構築することで、地域のエコシ
ステムの強化を目指しています。

行政情報
行政情報　

vol.193

■本記事に関するお問い合わせについて
　内閣府沖縄総合事務局経済産業部地域経済課 

TEL：098-866-1730担当：平良、上原

沖縄総合事務局経済産業部の取り組みについて

 「J-Startup OKINAWA」
企業を新たに5社
選定しました！

J-Startup OKINAWA
サポーターズ募集 HP

選定賞授与選定賞授与

 https://www.ogb.go.jp/keisan

内閣府　沖縄総合事務局
経済産業部

天然魚に依存する水産養殖
の課題を解決するため、独自
の発酵制御 AI「Touji24」で
未利用資源から DHA を生産

選定企業紹介

株式会社 AlgaleX

生物多様性・自然資本に関す
る多様なソリューションを
提供し、ネイチャーポジティ
ブに貢献株式会社

シンク・ネイチャー

更年期女性の悩みに寄り添
い個別最適な医療を届ける  
” 対話型オンライン診療 ” を
提供株式会社 HerLifeLab

世界唯一の不織布培養技術で、
再生医療に産業革命を起こす

株式会社フルステム

現場知見と AI を融合し、運
用に特化した陸上養殖モデ
ル「Sakana Edge」を展開

株式会社ストラウト







消費関連
百貨店売上高は、４カ月ぶりに前年を下回った。免税売上は好調に推移したものの、平均気温の上昇

による季節商材の鈍化などが影響した。スーパー売上高は、来店客数の増加に伴い全品目で売上が伸長
し、既存店、全店ベースともに２カ月連続で前年を上回った。新車販売台数は、レンタカー登録台数は増
加したものの、自家用車が減少したことなどから２カ月連続で前年を下回った。家電大型専門店販売額
（９月）は、２カ月連続で前年を上回った。
先行きは、引き続き物価の動向に注視する必要があるものの、旺盛な観光需要を背景に底堅い推移が

見込まれ、回復の動きが強まるとみられる。

公共工事請負金額は、国、県、市町村、独立行政法人等・その他ともに増加したことから２カ月ぶりに前年
を上回った。建築着工床面積（９月）は、非居住用は減少したが、居住用は増加したことから５カ月ぶりに前
年を上回った。新設住宅着工戸数（９月）は、持家は減少したが、分譲、貸家、給与住宅は増加したことから２
カ月連続で前年を上回った。県内主要建設会社の受注額は、公共工事は増加したが、民間工事は減少したこ
とから８カ月連続で前年を下回った。建設資材関連では、セメント、生コンともに４カ月連続で前年を下
回った。鋼材売上高は３カ月連続で前年を上回り、木材売上高は２カ月ぶりに前年を下回った。
先行きは、大型工事の受注に一服感がみられ、資材価格の高止まりや人手不足、工期の長期化などを背景

に、回復の動きが鈍化するものとみられる。

建設関連

入域観光客数は、47カ月連続で前年を上回った。国内客は16カ月連続で増加し、外国客は37カ月連続
で増加した。県内主要ホテルは、稼働率は19カ月連続で前年を上回り、売上高、宿泊収入はともに17カ月
連続で前年を上回った。主要観光施設入場者数は44カ月連続で前年を上回った。ゴルフ場は、入場者数
は２カ月ぶりに減少し、売上高は２カ月連続で前年を上回った。堅調な国内観光需要や外国客の増加に
より、引き続き好調に推移した。
先行きは、外国からの訪日意欲が高く外国客の増加が見込まれること、修学旅行や冬休み、年末・年始

に伴い国内客の増加も予想されることから、引き続き力強く拡大するとみられる。

観光関連

新規求人数は、前年同月比8.3％減となり６カ月連続で前年を下回った。産業別にみると、情報通信業、
生活関連サービス業・娯楽業などで減少した。有効求人倍率（季調値）は1.08倍で、前月より0.03ポイント
低下した。完全失業率（季調値）は4.1％と、前月から0.7ポイント上昇した。
消費者物価指数は、前年同月比3.2％の上昇となり、50カ月連続で前年を上回った。生鮮食品を除く総

合は同3.3％の上昇となり、生鮮食品及びエネルギーを除く総合は同3.8％の上昇となった。
倒産件数は７件で前年同月から２件増加した。負債総額は３億2,800万円で、前年同月比39.0％減と

なった。

雇用関連・その他

●りゅうぎん調査●

建設関連は、資材価格の高止まりや人手不足により回復に一服感が出ているものの、

消費関連は、節約志向が継続しつつも旺盛な観光需要を背景に回復の動きが強まって

いること、観光関連は、国内外ともに旅行需要が好調に推移し、力強く拡大しているこ

となどから、総じて県内景気は緩やかに拡大している。

先行きは、旺盛な観光需要にけん引され底堅い推移が見込まれることから、引き続き

緩やかに拡大するとみられる。

景気は、緩やかに拡大している（26カ月連続）

県 内 の

景気
動向

概況 2025年10月
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消費関連では、スーパー売上高は前年を上回る

観光関連では、入域観光客数は前年を上回る
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（注）家電大型専門店販売額、広告収入は25年7月～25年9月分。数値は前年比（％）。
　　ホテル稼働率（％ポイント）は前年差。企業倒産件数（件）は３カ月の累計件数の前年差。Pは速報値。
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出所：りゅうぎん総合研究所

出所：沖縄県自動車販売協会

1 百貨店売上高（前年同月比）

2 スーパー売上高（前年同月比）

出所：りゅうぎん総合研究所
出所：経済産業省商業動態統計調査

3 新車販売台数 （前年同月比）

※棒グラフは品目別寄与度

※棒グラフは車種別寄与度

出所：沖縄県中古自動車販売協会　※登録ベース

4 中古自動車販売台数【登録ベース】（前年同月比）

5 家電大型専門店販売額（前年同月比）

※棒グラフは車種別寄与度

４カ月ぶりに減少
・百貨店売上高は、前年同月比4.3％減と４
カ月ぶりに前年を下回った。
・中国の国慶節（10/１～８）に伴い、免税売
上は引き続き好調に推移したものの、平
均気温の上昇などにより衣料品が減少し
たことなどから、全体の売上高も減少に
転じた。
・品目別にみると、身の回り品が同3.6％増、
食料品が同0.4％増、家庭用品・その他が同
2.8％減、衣料品が同12.0％減となった。

・スーパー売上高（速報値）は、既存店ベー
スは前年同月比6.9％増と２カ月連続で前
年を上回った。
・来店客数の増加がみられ、引き続き好調
に推移した。食料品は、買上点数が減少傾
向であるほか、ＰＢ商品など価格の安い
商品が好調となるなど、県民の節約志向
の継続がみられた。
・品目別にみると、食料品は同6.7％増、衣料
品は同11.9％増、住居関連は同4.1％増と
なった。
・全店ベースは、同7.1％増と２カ月連続で
前年を上回った。

既存店、全店ともに
２カ月連続で増加

・中古自動車販売台数（普通自動車及び軽

自動車の合計、登録ベース）は、２万28台

で前年同月比0.3％減と２カ月ぶりに前

年を下回った。

・内訳では、普通自動車が8,137台（前年同

月比2.6％減）、軽自動車が１万1,891台

（同1.3％増）となった。

２カ月ぶりに減少

・家電大型専門店販売額（９月）は、前年同

月比1.0％増と２カ月連続で前年を上

回った。

・月を通して晴れた日が多く、平均気温が

高く推移したことなどから、エアコンな

どの季節商材が好調となった。

２カ月連続で増加

・新車販売台数は3,728台で、前年同月比
1.2％減と３カ月連続で前年を下回った。
・引き続き観光需要が高く、レンタカー登
録台数は増加したものの、自家用車が減
少したことなどが全体を押し下げた。
・車種別にみると、普通自動車（登録車）は
1,721台（前年同月比1.8％減）で、うち普通
乗用車は870台（同3.4％減）、小型乗用車
は657台（同1.7％増）であった。軽自動車
（届出車）は2,007台（同0.6％減）で、うち軽
乗用車は1,613台（同4.3％増）であった。

３カ月連続で減少
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出所：りゅうぎん総合研究所

出所：沖縄県自動車販売協会

1 百貨店売上高（前年同月比）

2 スーパー売上高（前年同月比）

出所：りゅうぎん総合研究所
出所：経済産業省商業動態統計調査

3 新車販売台数 （前年同月比）

※棒グラフは品目別寄与度

※棒グラフは車種別寄与度

出所：沖縄県中古自動車販売協会　※登録ベース

4 中古自動車販売台数【登録ベース】（前年同月比）

5 家電大型専門店販売額（前年同月比）

※棒グラフは車種別寄与度

４カ月ぶりに減少
・百貨店売上高は、前年同月比4.3％減と４
カ月ぶりに前年を下回った。
・中国の国慶節（10/１～８）に伴い、免税売
上は引き続き好調に推移したものの、平
均気温の上昇などにより衣料品が減少し
たことなどから、全体の売上高も減少に
転じた。
・品目別にみると、身の回り品が同3.6％増、
食料品が同0.4％増、家庭用品・その他が同
2.8％減、衣料品が同12.0％減となった。

・スーパー売上高（速報値）は、既存店ベー
スは前年同月比6.9％増と２カ月連続で前
年を上回った。
・来店客数の増加がみられ、引き続き好調
に推移した。食料品は、買上点数が減少傾
向であるほか、ＰＢ商品など価格の安い
商品が好調となるなど、県民の節約志向
の継続がみられた。
・品目別にみると、食料品は同6.7％増、衣料
品は同11.9％増、住居関連は同4.1％増と
なった。
・全店ベースは、同7.1％増と２カ月連続で
前年を上回った。

既存店、全店ともに
２カ月連続で増加

・中古自動車販売台数（普通自動車及び軽

自動車の合計、登録ベース）は、２万28台

で前年同月比0.3％減と２カ月ぶりに前

年を下回った。

・内訳では、普通自動車が8,137台（前年同

月比2.6％減）、軽自動車が１万1,891台

（同1.3％増）となった。

２カ月ぶりに減少

・家電大型専門店販売額（９月）は、前年同

月比1.0％増と２カ月連続で前年を上

回った。

・月を通して晴れた日が多く、平均気温が

高く推移したことなどから、エアコンな

どの季節商材が好調となった。

２カ月連続で増加

・新車販売台数は3,728台で、前年同月比
1.2％減と３カ月連続で前年を下回った。
・引き続き観光需要が高く、レンタカー登
録台数は増加したものの、自家用車が減
少したことなどが全体を押し下げた。
・車種別にみると、普通自動車（登録車）は
1,721台（前年同月比1.8％減）で、うち普通
乗用車は870台（同3.4％減）、小型乗用車
は657台（同1.7％増）であった。軽自動車
（届出車）は2,007台（同0.6％減）で、うち軽
乗用車は1,613台（同4.3％増）であった。

３カ月連続で減少
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出所：西日本建設業保証株式会社沖縄支店

出所：国土交通省

出所：国土交通省 ※給与は、社宅や宿舎などのこと。

1 公共工事請負金額（前年同月比）

2 建築着工床面積（前年同月比）

3 新設住宅着工戸数（前年同月比）

※棒グラフは発注者別寄与度

※棒グラフは用途別寄与度

※棒グラフは利用関係別寄与度

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所

4 建設受注額 （前年同月比）

5 セメント・生コン（前年同月比）

6 鋼材・木材 （前年同月比）

※棒グラフは発注者別寄与度

・公共工事請負金額は、443億24百万円で前

年同月比80.0％増となり、２カ月ぶりに前

年を上回った。

・発注者別では、国は同114.5％増、県は同

15.7％増、市町村は同78.5％増、独立行政

法人等・その他は同24.9％増となった。

２カ月ぶりに増加
・建設受注額（調査先建設会社：17社）は前

年同月比32.2％減と８カ月連続で前年

を下回った。

・発注者別では、公共工事は同1,471.0％増

と５カ月ぶりに増加し、民間工事は同

82.9％減と６カ月連続で減少した。

８カ月連続で減少

・セメント出荷量は５万5,598トンとなり、
前年同月比13.7％減と４カ月連続で前
年を下回った。
・生コン出荷量は９万6,146㎥で同7.6％減
と４カ月連続で前年を下回った。生コン
出荷量を出荷先別にみると、公共工事で
は、公営住宅向けなどが増加し、学校関
連向け、橋梁関連向けなどが減少した。
民間工事では、ホテル向けなどが増加し、
個人住宅向け、社屋関連向けなどが減少
した。

・鋼材売上高は、出荷量が増加したことな

どから前年同月比9.0％増と３カ月連続

で前年を上回った。

・木材売上高は、出荷量が減少したことな

どから同2.0％減と２カ月ぶりに前年を

下回った。

セメント、生コンともに
４カ月連続で減少

鋼材は３カ月連続で増加、
木材は２カ月ぶりに減少

・建築着工床面積（９月）は８万9,902㎡で前

年同月比5.1％増と５カ月ぶりに前年を上

回った。居住用は同22.0％増となり、非居

住用は同36.2％減となった。

・建築着工床面積を用途別（大分類）にみる

と、居住用では、居住専用は増加し、居住

産業併用は減少した。非居住用では、金

融・保険業用などが増加し、その他のサー

ビス業用、公務用などが減少した。

５カ月ぶりに増加

・新設住宅着工戸数（９月）は1,055戸で前年

同月比30.2％増と２カ月連続で前年を上

回った。

・利用関係別では、給与住宅（35戸）が同

1,066.7％増、分譲（214戸）が同87.7％増、

貸家（639戸）が同28.3％増となり、持家

（167戸）が同14.4％減となった。

２カ月連続で増加
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出所：西日本建設業保証株式会社沖縄支店

出所：国土交通省

出所：国土交通省 ※給与は、社宅や宿舎などのこと。

1 公共工事請負金額（前年同月比）

2 建築着工床面積（前年同月比）

3 新設住宅着工戸数（前年同月比）

※棒グラフは発注者別寄与度

※棒グラフは用途別寄与度

※棒グラフは利用関係別寄与度

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所

4 建設受注額 （前年同月比）

5 セメント・生コン（前年同月比）

6 鋼材・木材 （前年同月比）

※棒グラフは発注者別寄与度

・公共工事請負金額は、443億24百万円で前

年同月比80.0％増となり、２カ月ぶりに前

年を上回った。

・発注者別では、国は同114.5％増、県は同

15.7％増、市町村は同78.5％増、独立行政

法人等・その他は同24.9％増となった。

２カ月ぶりに増加
・建設受注額（調査先建設会社：17社）は前

年同月比32.2％減と８カ月連続で前年

を下回った。

・発注者別では、公共工事は同1,471.0％増

と５カ月ぶりに増加し、民間工事は同

82.9％減と６カ月連続で減少した。

８カ月連続で減少

・セメント出荷量は５万5,598トンとなり、
前年同月比13.7％減と４カ月連続で前
年を下回った。
・生コン出荷量は９万6,146㎥で同7.6％減
と４カ月連続で前年を下回った。生コン
出荷量を出荷先別にみると、公共工事で
は、公営住宅向けなどが増加し、学校関
連向け、橋梁関連向けなどが減少した。
民間工事では、ホテル向けなどが増加し、
個人住宅向け、社屋関連向けなどが減少
した。

・鋼材売上高は、出荷量が増加したことな

どから前年同月比9.0％増と３カ月連続

で前年を上回った。

・木材売上高は、出荷量が減少したことな

どから同2.0％減と２カ月ぶりに前年を

下回った。

セメント、生コンともに
４カ月連続で減少

鋼材は３カ月連続で増加、
木材は２カ月ぶりに減少

・建築着工床面積（９月）は８万9,902㎡で前

年同月比5.1％増と５カ月ぶりに前年を上

回った。居住用は同22.0％増となり、非居

住用は同36.2％減となった。

・建築着工床面積を用途別（大分類）にみる

と、居住用では、居住専用は増加し、居住

産業併用は減少した。非居住用では、金

融・保険業用などが増加し、その他のサー

ビス業用、公務用などが減少した。

５カ月ぶりに増加

・新設住宅着工戸数（９月）は1,055戸で前年

同月比30.2％増と２カ月連続で前年を上

回った。

・利用関係別では、給与住宅（35戸）が同

1,066.7％増、分譲（214戸）が同87.7％増、

貸家（639戸）が同28.3％増となり、持家

（167戸）が同14.4％減となった。

２カ月連続で増加
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1 入域観光客数（実数、前年同月比）

2 入域観光客数【国内客、外国客】（前年同月比）

出所：沖縄県観光政策課

出所：沖縄県観光政策課

3 主要ホテル稼働率・売上高（実数、前年同月比）

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所

4 主要ホテル宿泊収入 （前年同月比） ※棒グラフは客室数・単価別寄与度

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所　（注）調査先は６施設（うち県外客については４施設）からなる。

5 主要観光施設の入場者数（前年同月比）

6 主要ゴルフ場入場者数・売上高（前年同月比）

・入域観光客数は、98万5,800人（前年同月
比11.2％増）となり、47カ月連続で前年を
上回った。
・路線別では、空路は90万3,000人（同11.1％
増）となり47カ月連続で前年を上回った。
海路は８万2,800人（同11.7％増）となり２
カ月連続で前年を上回った。

47カ月連続で増加

・主要ホテルの売上高のうち宿泊収入は、
販売客室数（数量要因）が増加、宿泊客室
単価（価格要因）も上昇し、前年同月比
14.5％増と17カ月連続で前年を上回っ
た。
・那覇市内ホテルは、販売客室数が前年並
み、宿泊客室単価は上昇し、同19.1％増と
なり22カ月連続で前年を上回った。
・リゾート型ホテルは、販売客室数が増加、
宿泊単価も上昇し、同13.7％増となり３
カ月連続で前年を上回った。

17カ月連続で増加

・主要観光施設の入場者数は、前年同月比

8.9％増と44カ月連続で前年を上回った。

・修学旅行やクルーズ船客などが好調に

推移した。

44カ月連続で増加

・主要ゴルフ場（速報値）の入場者数は、前

年同月比6.9％減と２カ月ぶりに前年を

下回った。

・県内客は２カ月ぶりに前年を下回り、県

外客は８カ月連続で前年を上回った。

売上高は同2.4％増と２カ月連続で前年

を上回った。

・値上げにより入場者数は前年を下回っ

たが、売上高は前年を上回った。

入場者数は２カ月ぶりに減少、
売上高は２カ月連続で増加

・国内客は、72万4,900人（前年同月比4.4％

増）となり、16カ月連続で前年を上回った。

外国客は26万900人（同35.7％増）となり、

37カ月連続で増加した。

・修学旅行シーズンを迎えたことや、航空

会社の増便・臨時便などにより好調な推

移となった。

国内客は16カ月連続で増加、
外国客は37カ月連続で増加

・主要ホテルの客室稼働率は75.5％と前年
同月差4.1％ポイント上昇し19カ月連続で
前年を上回り、売上高は前年同月比12.6％
増となり、17カ月連続で前年を上回った。
・那覇市内ホテルの客室稼働率は76.2％と
前年並みとなり、売上高は同12.4％増と
23カ月連続で前年を上回った。
・リゾート型ホテルの客室稼働率は75.3％
と同5.6％ポイント上昇し、19カ月連続で
前年を上回り、売上高は同12.7％増と４カ
月連続で前年を上回った。

稼働率は19カ月連続で上昇、
売上高は17カ月連続で増加

32

県内の景気動向



観光関連

消

費

関

連

建

設

関

連

観

光

関

連

そ

の

他

消

費

関

連

建

設

関

連

観

光

関

連

そ

の

他

1 入域観光客数（実数、前年同月比）

2 入域観光客数【国内客、外国客】（前年同月比）

出所：沖縄県観光政策課

出所：沖縄県観光政策課

3 主要ホテル稼働率・売上高（実数、前年同月比）

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所

4 主要ホテル宿泊収入 （前年同月比） ※棒グラフは客室数・単価別寄与度

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所　（注）調査先は６施設（うち県外客については４施設）からなる。

5 主要観光施設の入場者数（前年同月比）

6 主要ゴルフ場入場者数・売上高（前年同月比）

・入域観光客数は、98万5,800人（前年同月
比11.2％増）となり、47カ月連続で前年を
上回った。
・路線別では、空路は90万3,000人（同11.1％
増）となり47カ月連続で前年を上回った。
海路は８万2,800人（同11.7％増）となり２
カ月連続で前年を上回った。

47カ月連続で増加

・主要ホテルの売上高のうち宿泊収入は、
販売客室数（数量要因）が増加、宿泊客室
単価（価格要因）も上昇し、前年同月比
14.5％増と17カ月連続で前年を上回っ
た。
・那覇市内ホテルは、販売客室数が前年並
み、宿泊客室単価は上昇し、同19.1％増と
なり22カ月連続で前年を上回った。
・リゾート型ホテルは、販売客室数が増加、
宿泊単価も上昇し、同13.7％増となり３
カ月連続で前年を上回った。

17カ月連続で増加

・主要観光施設の入場者数は、前年同月比

8.9％増と44カ月連続で前年を上回った。

・修学旅行やクルーズ船客などが好調に

推移した。

44カ月連続で増加

・主要ゴルフ場（速報値）の入場者数は、前

年同月比6.9％減と２カ月ぶりに前年を

下回った。

・県内客は２カ月ぶりに前年を下回り、県

外客は８カ月連続で前年を上回った。

売上高は同2.4％増と２カ月連続で前年

を上回った。

・値上げにより入場者数は前年を下回っ

たが、売上高は前年を上回った。

入場者数は２カ月ぶりに減少、
売上高は２カ月連続で増加

・国内客は、72万4,900人（前年同月比4.4％

増）となり、16カ月連続で前年を上回った。

外国客は26万900人（同35.7％増）となり、

37カ月連続で増加した。

・修学旅行シーズンを迎えたことや、航空

会社の増便・臨時便などにより好調な推

移となった。

国内客は16カ月連続で増加、
外国客は37カ月連続で増加

・主要ホテルの客室稼働率は75.5％と前年
同月差4.1％ポイント上昇し19カ月連続で
前年を上回り、売上高は前年同月比12.6％
増となり、17カ月連続で前年を上回った。
・那覇市内ホテルの客室稼働率は76.2％と
前年並みとなり、売上高は同12.4％増と
23カ月連続で前年を上回った。
・リゾート型ホテルの客室稼働率は75.3％
と同5.6％ポイント上昇し、19カ月連続で
前年を上回り、売上高は同12.7％増と４カ
月連続で前年を上回った。

稼働率は19カ月連続で上昇、
売上高は17カ月連続で増加

33

県内の景気動向
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出所：沖縄労働局（就業地別）

（注）有効求人倍率は、2024年12月以前の数値について新季節指数へ遡って改訂した。

（出所）沖縄県

（注1）端数処理の関係で寄与度の合計は前年比と一致しないことがある。

（注2）2020年＝100。

出所：東京商工リサーチ沖縄支店

1 雇用関連 （新規求人数と有効求人倍率）

2 消費者物価指数【総合】

3 企業倒産

※棒グラフは品目別寄与度

出所：りゅうぎん総合研究所

（出所）沖縄気象台

4 広告収入【マスコミ】（前年同月比） ※棒グラフはメディア別寄与度
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・平均気温は28.0℃で前年同月（27.6℃）よ

り高く、降水量は209.0ｍｍで前年同月

（338.5ｍｍ）より少なかった。

・沖縄地方は、上・中旬は高気圧に覆われて

晴れた日が多かったが、大東島地方では大

雨や荒れた天気となった所もあった。下旬

は前線や熱帯低気圧、湿った空気の影響で

曇りや雨の日が多く、大雨や荒れた天気と

なり、記録的な大雨となった所もあった。

・平均気温は平年よりかなり高く、降水量は

平年より多く、日照時間は平年より多かっ

た。

気象：平均気温・降水量【那覇】参考

（注）負債総額1,000万円以上

・新規求人数は、前年同月比8.3％減となり

６カ月連続で前年を下回った。産業別に

みると、情報通信業、生活関連サービス

業・娯楽業などで減少した。有効求人倍率

（季調値）は1.08倍で、前月より0.03ポイン

ト低下した。

・労働力人口は79万7,000人で同0.3％増と

なり、就業者数は76万9,000人で同0.3％減

となった。完全失業者数は２万7,000人で

同17.4％増となり、完全失業率（季調値）は

4.1％と、前月から0.7ポイント上昇した。

新規求人数は減少、
有効求人倍率（季調値）は低下

・消費者物価指数は、前年同月比3.2％の上

昇となり、50カ月連続で前年を上回った。

生鮮食品を除く総合は同3.3％の上昇とな

り、生鮮食品及びエネルギーを除く総合

は同3.8％の上昇となった。

・費目別の動きをみると、食料、交通・通信

などで上昇し、教育などで下落した。

50カ月連続で上昇

・倒産件数は７件で前年同月から２件増加

した。業種別では、建設業が２件、小売業

が１件、情報通信業が１件、サービス業他

が３件となった。

・負債総額は３億2,800万円で、前年同月比

39.0％減となった。

件数は増加、負債総額は減少

・広告収入（マスコミ：９月）は、前年同月比

1.7％減と４カ月ぶりに前年を下回った。

・前年にあった衆議院議員選挙の広告需要

の反動などで、前年を下回った。

４カ月ぶりに低下
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出所：沖縄労働局（就業地別）

（注）有効求人倍率は、2024年12月以前の数値について新季節指数へ遡って改訂した。

（出所）沖縄県

（注1）端数処理の関係で寄与度の合計は前年比と一致しないことがある。

（注2）2020年＝100。

出所：東京商工リサーチ沖縄支店

1 雇用関連 （新規求人数と有効求人倍率）

2 消費者物価指数【総合】

3 企業倒産

※棒グラフは品目別寄与度

出所：りゅうぎん総合研究所

（出所）沖縄気象台

4 広告収入【マスコミ】（前年同月比） ※棒グラフはメディア別寄与度
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・平均気温は28.0℃で前年同月（27.6℃）よ

り高く、降水量は209.0ｍｍで前年同月

（338.5ｍｍ）より少なかった。

・沖縄地方は、上・中旬は高気圧に覆われて

晴れた日が多かったが、大東島地方では大

雨や荒れた天気となった所もあった。下旬

は前線や熱帯低気圧、湿った空気の影響で

曇りや雨の日が多く、大雨や荒れた天気と

なり、記録的な大雨となった所もあった。

・平均気温は平年よりかなり高く、降水量は

平年より多く、日照時間は平年より多かっ

た。

気象：平均気温・降水量【那覇】参考

（注）負債総額1,000万円以上

・新規求人数は、前年同月比8.3％減となり

６カ月連続で前年を下回った。産業別に

みると、情報通信業、生活関連サービス

業・娯楽業などで減少した。有効求人倍率

（季調値）は1.08倍で、前月より0.03ポイン

ト低下した。

・労働力人口は79万7,000人で同0.3％増と

なり、就業者数は76万9,000人で同0.3％減

となった。完全失業者数は２万7,000人で

同17.4％増となり、完全失業率（季調値）は

4.1％と、前月から0.7ポイント上昇した。

新規求人数は減少、
有効求人倍率（季調値）は低下

・消費者物価指数は、前年同月比3.2％の上

昇となり、50カ月連続で前年を上回った。

生鮮食品を除く総合は同3.3％の上昇とな

り、生鮮食品及びエネルギーを除く総合

は同3.8％の上昇となった。

・費目別の動きをみると、食料、交通・通信

などで上昇し、教育などで下落した。

50カ月連続で上昇

・倒産件数は７件で前年同月から２件増加

した。業種別では、建設業が２件、小売業

が１件、情報通信業が１件、サービス業他

が３件となった。

・負債総額は３億2,800万円で、前年同月比

39.0％減となった。

件数は増加、負債総額は減少

・広告収入（マスコミ：９月）は、前年同月比

1.7％減と４カ月ぶりに前年を下回った。

・前年にあった衆議院議員選挙の広告需要

の反動などで、前年を下回った。

４カ月ぶりに低下
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宜野湾海浜公園屋外劇場は宜野湾市真志喜にあ
る市の主要文化施設です。1991 年に開設され、
約4千人を収容する野外音楽堂として長年利用さ
れてきました。全国的な音楽イベントが多く行われ、
安室奈美恵やMONGOL800、HYなどの県出身
アーティストの他、ケツメイシなど県外の著名アー
ティストのライブも開催されており、「音楽の聖地」
として知られています。
現在、宜野湾屋外劇場と、隣接する多目的広場

の機能拡充を目指し、一体的な整備が進められてい
ます。2026年に完成予定の新宜野湾屋外劇場は、
世界的にも有名な隈研吾建築都市設計事務所の設計
による音楽専用の2階建て構造で、約8千人を収
容できる大規模な施設へと生まれ変わる予定です。
バリアフリー設計や環境への配慮なども盛り込

まれており、誰もが快適に利用できる劇場となって
います。また、これまで屋外劇場でイベントを開催
したアーティストの記念品が並ぶ展示館が併設され
るなど、施設の魅力を高める工夫も注目されていま
す。
単なる文化施設の刷新ではなく、「音楽と文化の

発信地」として、宜野湾市西海岸地域への入域者数
の増加や地域の雇用創出、消費拡大、観光収入の拡
大が見込まれます。周辺地域と県経済の発展に寄与
する重要な拠点となることが期待されます。
来年の完成が待ち遠しく、県内外の多くの方が

「音楽の聖地」を訪れ、ワクワクしている姿を想像
すると期待に胸が膨らみます。

高度経済成長期に建設された公共施設が今後一
斉に更新時期を迎えます。人口減少や少子高齢化に
伴う税収減、利用者ニーズの変化等が見込まれる中、
PPP/PFI という取り組みが注目されています。
PPPとは、「パブリック・プライベート・パー

トナーシップ」の略で、行政と民間が連携して、よ
り良い公共サービスの提供を目指す取り組みの総称
です。その代表格となるPFI（プライベート・ファ
イナンス・イニシアチブ）は、公共施設等の設計、
建設、維持管理、運営等を民間の資金やノウハウを
活用して行う手法で、質の高い公共サービスの提供
や事業コスト削減が期待されています。　
サッチャー政権以降の ｢小さな政府｣ の考えの

もと、1992年に英国で誕生したPFI は、日本で
は99年に導入され、事業件数は年々増えています。
内閣府が公表した2024年度の全国のPFI 事業件
数は94件で、累計1,154件と過去最多になりま
した。
県内でも累計16件と、ここ数年で着実に増加

しています。10月1日オープンの読谷村立図書館
もその一つで、民間ノウハウを生かした空間づくり
や運営により、新たなにぎわいの場となっています。
政府は PPP/PFI のさらなる普及のため、廃校

や空き家といった地域の身近な遊休不動産や地域資
源を活用し、地域課題の解決やエリア価値の向上に
つなげる取り組みを進めています。今後県内でも、
地域資源を生かした官民連携事業の展開が期待され
ます。

PPP/PFI の普及 新宜野湾屋外劇場

りゅうぎん総合研究所　地域デザイン部　上席コンサルタント
宮里　定樹

琉球銀行　大謝名支店長
新垣　敏洋

～官民連携で質高い事業～ ～音楽と文化の発信地に～
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沖縄タイムスに掲載のコラム　 [ 注：所属部署、　役職は執筆時のものです。]

近年、企業や社会で「インテグリティ」という
言葉が注目されています。インテグリティとは、正
直で誠実に生きること、すなわち「人として正しい
ことをする力」を意味します。「誠実さ」や「道徳心」
「倫理感」と言い換えることもできます。
インテグリティが重視される背景には、顧客か

らの信頼獲得があります。法律違反をしていなくて
も、人を欺くような商売をしていれば、社会からの
信頼は失われます。だからこそ、ルールの外側にあ
る「人としての正しさ」が求められるのです。
「コンプライアンス（法令遵守）」と似ていますが、
両者は違います。狭義では、コンプライアンスは「法
律やルールを守ること」で、外から決められたこと
に従う姿勢です。一方、インテグリティは「誰も見
ていなくても、自分の良心に従って正しいことをす
る」姿勢を指します。
例えば、落ちている財布を見つけたとき、誰も

見ていなければ持ち帰ることもできます。しかし、
「お天道様は見ている」と考え交番に届ける人はイ
ンテグリティが高いと言えるでしょう。この考えは、
昔からの日本の価値観をよく表しており、「誰かに
見られていなくても、自分の行動に責任を持つ」と
いう意味が込められています。
インテグリティは、誰かに教えられるものでは

なく、自分の中にある「お天道様は見ている」とい
う感覚を大切にすることから始まります。インテグ
リティを育てることが、信頼される人や組織になる
ための第一歩です。

インテグリティ

琉球銀行　リスク統括部　次長
臼井　幸太

～「誠実さ」信頼の第一歩～

2025年 4月から、すべての新築住宅に省エネ
基準の適合が義務化されました。これまで一定規模
以上の建築物に限られていた省エネ基準が一般の住
宅にも適用されたことで、私たちの暮らしにも直結
する話題となっています。
「省エネ」と聞くと、“環境のために我慢する”
というイメージを持つ方もいるかもしれません。し
かし実際は、快適さと経済性を両立するための“賢
い選択”です。住宅の断熱性や気密性を高めること
で、夏は涼しく、冬は暖かい室内環境を保ちやすく
なります。また、冷暖房にかかるエネルギーを低減
することで、光熱費の削減にもつながります。
特に、沖縄のように高温多湿な地域では「日射

遮蔽」や「通風設計」が重要です。庇や窓の配置を
工夫することで、直射日光を避けながら風を通し、
エアコンに頼りすぎない暮らしが実現できます。ま
た、屋根や外壁の断熱性能を高めることも、冷房効
率の向上に効果的です。
経済的なメリットだけでなく、安全性の向上も

期待できます。室内の温度差が少なくなることで熱
中症などのリスク低減につながり、特に小さなお子
さんや高齢者がいる家庭では、安心安全な住環境の
実現につながります。
これから住宅を建てる方や購入する方、リフォー

ムを考えている方にとって、省エネ性能は「見えな
いけれど大切な品質」です。制度の背景を知り、暮
らしにどう生かせるかを考えることが、より快適で
持続可能な住まいづくりの第一歩になります。

省エネ義務化

琉球銀行　営業統括部　調査役
棚原　武昭

～制度知り住まい快適に～
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学びバンク

うるま市の勝連と与那城地域では、2022年よ
り「公民連携による地域経済活性化」を軸にまちづ
くり推進計画が進められています。計画の基本方針
は①消費や滞在の受け皿となる誘客拠点の形成②選
ばれる地域となるための特色ある魅力づくり③誘客
の恩恵を地域全体に波及させるための環境整備で
す。
方針の具体化に向けては、歴史・文化・自然な

ど特色ある地域資源を活用した三つのリーディング
プロジェクトが設定されています。
一つ目が「勝連城跡周辺の魅力向上」です。民

間事業者の資金やノウハウを活用し、勝連城跡や周
辺施設の整備・運営に取り組んでいます。
次に「海中道路やあやはし館、ロードパークの

再生」です。海と島をつなぐ道として、地域文化や
自然景観を生かし訪れる人と地域住民がともに楽し
める滞在エリアを目指しています。
そして「旧与那城庁舎周辺および県道37号線

沿道の利活用推進」です。海中道路入口における飲
食・物販・宿泊施設の集積や、陸上競技場を核とし
たスポーツ合宿・キャンプの誘致などにより、地域
の魅力向上を図っています。
10月には地域に誇りと郷土愛を育むことを目的

に「よかちゃーフェス2025」が開催され、豊か
な地域資源を住民に再認識してもらう貴重な機会と
なりました。今年で誕生20周年を迎えるうるま市
では「うるまハタチ」をキーワードに、行政と市民
が一体となって勝連・与那城地域の魅力を発信して
います。

勝連・与那城
まちづくり

琉球銀行　屋慶名支店　支店長
親泊　興志

～郷土愛を育み魅力発信～

出所：うるま市

整備計画イメージ図
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太陽グラントソントン

生成AIの意思決定の加速と判断の質低下リスク

　経営情報　　　　　　提供：太陽グラントソントン税理士法人

このニュースレターのバックナンバーはホームページにてご覧になれます。http:// www.grantthornton.jp 
© Grant Thornton Japan. All rights reserved.

AI が生み出す「意思決定の加速」の裏側

生成 AI の企業導入は、情報収集と分析の速度を著しく向上させ、経営層の意思決定プロセスを加速

させました。この業務効率化と価値創出への期待は高く、経済産業省の「AI 事業者ガイドライン」に

おいても『事業における価値の創出、社会課題の解決等、AI の目的を実現していくことが重要であ

る。』と明記されています。

しかし、意思決定の加速は、重要な代替案やリスク要因の検討を無意識のうちに省略させる「戦略

的な見落としリスク」を内包しています。AI によって生成されたデータは、データやパターンに最適

化されやすいため、成長の鍵となる要素を初期の検討プロセスから排除してしまう一因となる恐れが

あります。

偏ったインプットに基づく判断、あるいは AI が持つ高い説得力に依存することは、意思決定の妥当

性を損ない、ひいては判断の質低下と信頼性への影響を招くリスクを伴います。

課題に対する解決へのアプローチ

生成 AI のリスクを恐れて活用を停止するのではなく、「意思決定の加速」を制御し「判断の深度」

を確保する仕組みが必要です。この両立こそが、競争優位性を維持する鍵となります。

以下、2 つのアプローチが重要です。

1. 人による検証の強化と責任の明確化

経営戦略や市場分析など、重要度の高い意思決定に AI の出力を用いる際は、必ず専門家によるダ

ブルチェックをプロセスに組み込むことを強く推奨します。これにより、AI が提示しなかった未開拓

な選択肢や、AI の思考プロセス（ブラックボックス）に隠れた潜在的なリスク要因の検討を意識的に

確保します。 最終的な意思決定に対する人的責任を明確にし、単なる AI への依存を防ぎ、経営層に

よる主体的な判断の質を担保します。

2. 意思決定プロセスの逆設計による熟考時間の確保

AI の速度に無条件に引きずられることを防ぐため、AI 導入前の判断深度を維持するための時間を

意図的にプロセスに逆算して組み込みます。特に、革新的な戦略の立案においては、AI の出力を鵜呑

みにせず、その結果に影響されない独立した視点やアイデアを再検討するための時間を戦略的に確保

することが不可欠です。これにより、AI がもたらす情報の偏りを意図的に排除し、人間の直感や深い

洞察を引き出します。

お見逃しなく！

生成 AI の導入はゴールではなく、活用のスタートラインです。 「意思決定の加速」と「判断の深

度」の最適なバランスを見出すことが、未来の競争環境で勝ち残るための必須条件となります。生成

AI を信頼できる「戦略的パートナー」と位置づけることが、未来の成長を切り拓く鍵となるでしょ

う。
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沖縄県内の主要金融経済指標

注 )県内金融機関の預金残高は、19年 2月分より日本銀行（本店）ホームページ上で公表している県内預金合計に遡及改訂した。

注 ) 鉱工業生産指数は暦年ベース。暦年値、前年比は原指数の増減率。　2024 年 11月より 2020 年＝100に改定された。

注 ) 貿易概況は、暦年ベース。

注) 銀行券増減は、端数調整により一致しない場合がある。

注) 貸出金利は、暦年ベース。
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■令和６年
６月 No.656 経営トップに聞く　学校法人興南学園
（RRI no.215） 企業探訪　株式会社琉佐美
 特集1 沖縄県の主要経済指標 

７月 No.657 経営トップに聞く　株式会社日進商会
（RRI no.216） 特集1 ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ 
 　　　メント開催が沖縄にもたらす効果
 特集2 県産品利用実態アンケート調査にみる製造
 　　　業振興に向けた課題と提言

８月 No.658 経営トップに聞く　株式会社フードリボン
（RRI no.217） 特集1 沖縄県におけるスポーツツーリズムの実態調査
 特集2 沖縄県内における2024年プロ野球
　　　　　　　　　   春季キャンプの経済効果

９月 No.659 経営トップに聞く　株式会社ライフコーポレーション
（RRI no.218） 特集1 沖縄県内における台湾からの入域客の動向
 特集2 沖縄県内におけるバス・タクシー運転手不
　　　　　　　　　   足の現状と課題解決に向けた検討

10月 No.660 経営トップに聞く　一般社団法人光の子グループ
（RRI no.219） 特集 沖縄県内のマリンレジャー業界の現状と課題

11月12月合併 経営トップに聞く　株式会社日本バイオテック
No.661 特集1 医師の働き方改革と沖縄県が抱える医療の課題
（RRI no.220） 特集2 沖縄県内におけるジャパンウィンターリー
　　　　　　　　　   グ開催による経済効果
 特集3 コロナ後の沖縄県の景気動向

■令和７年
１月 No.662 経営トップに聞く　株式会社あしびかんぱにー
（RRI no.221） 企業探訪　有限会社首里琉染
 特集　沖縄県内のホテル施設調査と需給バラン
　　　　　　　　　　スからみた課題と持続可能な観光へ向け
　　　　　　　　　　た取り組み

２月 No.663 経営トップに聞く　株式会社西自動車商会
（RRI no.222） 特集1 沖縄県の労働市場の構造変化と今後の課
　　　　　　　　　   題と展望
 特集2 沖縄県経済2024年の回顧と2025年の展望

３月 No.664 経営トップに聞く　株式会社昭和制作
（RRI no.223） 特集　沖縄県における国発注公共工事の経済
　　　　　　　　　　効果と建設業振興に向けた提言

４月 No.665 経営トップに聞く　株式会社丸中商会
（RRI no.224） 特集　沖縄県のスマート防災ネットワークの構築
　　　　　　　　　　に向けた提言

５月 No.666 経営トップに聞く　有限会社ケアセンターきらめき
（RRI no.225） 特集1 沖縄県内の在留外国人の動向と行政の多文
　　　　　　　　　　化共生への取り組み
 特集2 沖縄県における一戸建て住宅着工の動向
　　　　　　　　　　と県内住宅市場の今後の展望
 特集3 沖縄県内の第三次産業における県内企業優
　　　　　　　　　　先利用に向けた検討

６月 No.667 経営トップに聞く　有限会社創
（RRI no.226） 特集1 沖縄県内の空港グランドハンドリングの現
　　　　　　　　　　状と課題
 特集2 2024年度の沖縄県経済の動向

７月 No.668 経営トップに聞く　照屋電気工事株式会社
（RRI no.227） 特集　トランプ関税政策に関する沖縄県内事業者
　　　　　　　　　　578社調査

８月 No.669 経営トップに聞く　有限会社幸地建設
（RRI no.228） 特集1 県産品利用実態アンケート調査にみる製造業の
　　　　　　　　　　実態とOEMの可能性
 特集2 沖縄県の主要経済指標

９月 No.670 経営トップに聞く　株式会社沖縄総合フーズ
（RRI no.229） 特集1 沖縄県内における自治体・災害実動機関の連携
　　　　　　　　　　強化を目的としたSIP防災の実施について
 特集2 沖縄県の労働需給問題について

10月 No.671 経営トップに聞く　株式会社メイクマン
（RRI no.230） 特集1 ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナメント
　　　　　　　　　　　 開催が沖縄にもたらす効果
 特集2 沖縄のSociety5.0を考えるPART2  第１回

11月 No.672 経営トップに聞く　有限会社宮城解体
（RRI no.231） 企業探訪　株式会社マグナデザインネット
 特集1 沖縄県内における2025年プロ野球春季キャンプ
　　　　　　　　　　　  の経済効果
 特集2 沖縄のSociety5.0を考えるPART2  第２回

12月 No.673 経営トップに聞く　株式会社開邦工業
（RRI no.232） 特集1 沖縄県内におけるジャパンウィンターリーグ開催
　　　　　　　　　　　 による経済効果
 特集2 沖縄のSociety5.0を考えるPART2  第３回

特集レポートバックナンバー
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表紙写真：志良堂猛史（りゅうぎん総合研究所）　撮影地：竹富島（石垣市）

経営トップに聞く
沖縄森永乳業株式会社
～乳で培った技術を活かし私たちならではの商品をお届けすることで

　　　　　　　　県民の健康で幸せな生活と豊かな社会つくりに貢献する～

代表取締役社長　 辻井 渉 氏

特集 沖縄のSociety5.0を考えるPART2
           第 4回  一般社団法人沖縄観光ＤＸ推進機構　専務理事 藤原 猛氏に聞く
りゅうぎん総合研究所　社長付特命部長　志良堂　猛史

アジア便り 台湾  
～GW2050　PROJECTS～
レポーター：安慶名 庸（琉球銀行法人事業部）
則和企業管理顧問有限公司（琉球銀行業務提携先/台湾現地コンサルタント会社）へ出向中

新時代の教育研究を切り拓く
1. 琉球銀行がOISTに寄付金を贈呈

2. 沖縄の気候に適応した持続可能な伝統布「芭蕉布」－技術を守り、未来につなげていくために

3. 新たな臨海実験施設「OIST Sea neXus」が完成

沖縄科学技術大学院大学 コミュニケーション・広報ディビジョンメディアセクション

（同大学のHP記事より許可を得て転載）

行政情報193
内閣府沖縄総合事務局経済産業部

県内の景気動向（2025年10月）
～景気は、緩やかに拡大している（26カ月連続）～

学びバンク
・PPP/PFIの普及　～官民連携で質高い事業～

 りゅうぎん総合研究所　地域デザイン部　上席コンサルタント　宮里　定樹

・新宜野湾屋外劇場　～音楽と文化の発信地に～

 琉球銀行　大謝名支店長　新垣　敏洋

・インテグリティ　～「誠実さ」信頼の第一歩～

 琉球銀行　リスク統括部　次長　臼井　幸太

・省エネ義務化　～制度知り住まい快適に～

 琉球銀行　営業統括部　調査役　棚原　武昭

・勝連・与那城まちづくり　～郷土愛を育み魅力発信～

 琉球銀行　屋慶名支店長　親泊　興志

経営情報 生成AIの意思決定の加速と判断の質低下リスク
　　　　　　　　　　 提供　太陽グラントソントン税理士法人

沖縄県内の主要金融経済指標

注：所属部署、　役職は執筆時のものです。
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沖縄高速印刷株式会社

バ ッ ク オ フ ィ ス か ら
働き方改革はじめませんか？
あなたの会社は大丈夫ですか。
バックオフィスは利益に直結する業務がないため、後回しにされがち

です。そのため、いまだにタイムレコーダーのデータ集計や給与計算

を手で行っていたり、年末には従業員に年末調整の用紙を配付したり

と負担が大きいままです。

バ ックオフ ィスの I T化ができるシステムを多数取り扱いしています。

電子帳簿保存法の対応はお済みでしょうか。

お客様のニーズに合わせた提案をはじめとし、導入からその後の運用までしっかりサポートいたします！

お気軽にお問い合わせください。

沖縄県那覇市久茂地1丁目7番1号

琉球リースビル総合ビル11階

株式会社

勤怠管理 給与計算 人事・労務 販売管理 会計 その他

WEBサイトからも

お問い合わせ頂けます

リウコム 検 索

お問い合わせはこちらから

システムソリューション部

0 9 8 - 8 6 9 - 5 0 0 3
平日9時～17時受付

その他取り扱いして

おりますので

お気軽にご相談ください

ＵＴＭ（統合脅威管理機能）付

次世代ファイヤウォールを導入することで

会社のセキュリティ強化と

安全なテレワーク環境構築を実現！

「FortiGateシリーズ」は、企業のインターネットゲートウェイに必要な９つのセキュリティ機能を一台で実現するUTM

として、世界シェア首位、日本市場でもシェアは70%を超えています。

「FortiGate」で安心・安全なテレワークを始めませんか。

電子データで授受した請求書・領収書・注文書等は一定の要件を満たした上で電子データによる保存が求められます。

2024年1月1日から適用

月額4,980円～ コスパの高いクラウドサービス・各種プランをご用意しております。

電子取引は無いけど、文書を電子保管したいだけの方にもおススメです。




